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(57)【要約】
【課題】内部中遊技において、所定の操作順序でストッ
プスイッチを操作することで他の操作順序で操作した場
合に比べて有利な状況となるという攻略性をなくすこと
ができる遊技機を提供することを目的とする。
【解決手段】回転リール45を停止させる停止制御手段12
0を、通常遊技においては、特定役に関する役抽選の結
果と、ストップスイッチ34の操作順序とに応じて、特定
役がｎ又はｍ本の有効入賞ライン上に停止表示されるよ
うに停止制御を行い、内部中遊技においては、各操作順
序でストップスイッチ34を操作した場合における特定役
がｎ本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる
確率が各操作順序ごとに互いに同一となるように、特定
役に関する役抽選の結果と、特定役がｎ本の有効入賞ラ
イン上に停止表示されることとなる操作順序との対応関
係を一部で異なるものに設定して停止制御を行うように
形成した。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲に複数の図柄が付された複数の回転リールと、
　全ての回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　各回転リールに対応して設けられ、かつ各回転リールの回転を停止させるためのストッ
プスイッチと、
　一の役に対応付けられた当選領域、複数の役に対応付けられた重複当選領域、及びハズ
レに対応付けられたハズレ領域を対象として、複数の役のいずれかに当選か又はハズレか
の役抽選を行う役抽選手段と、
　ストップスイッチの操作を契機として、役抽選手段による役抽選の結果と、ストップス
イッチが操作された時点における対応する回転リールの回転位置とに基づいて、役抽選に
より当選した役を構成する図柄が、有効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置
している場合に、当該図柄を有効入賞ライン上に停止表示させるように、対応する回転リ
ールの回転を停止させる停止制御を行う停止制御手段と、を備え、
　遊技として、
　通常の遊技である通常遊技と、
　通常遊技とは異なる遊技である特別遊技と、を備え、
　役として少なくとも、
　図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることにより特別遊技へ移行する
特別遊技役と、
　特別遊技役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの図柄の組み合わせを
構成する図柄がストップスイッチの操作のタイミングに関わらず有効入賞ラインに対して
所定の引き込み範囲内に位置するように回転リールの周囲に配列された特定役と、を備え
、
　特別遊技役は、役抽選により当選してから、当該役を構成する図柄の組み合わせが有効
入賞ライン上に停止表示されるまでの間、当該当選の権利を持ち越すことができるように
形成され、
　遊技として、
　特別遊技役の当選の権利を持ち越している状態である内部中遊技を備え、
　役抽選手段は、役抽選の対象として、
　少なくとも特定役に対応付けられかつ一又は複数の役に対応付けられた特定役当選領域
であって、各々の領域に対応付けられた役の組み合わせが互いに異なる複数種類の特定役
当選領域を備え、
　停止制御手段は、
　役抽選により複数種類の特定役当選領域のいずれかに当選した場合に、当選した特定役
当選領域に応じて予め定められた所定の操作順序でストップスイッチが操作されたときに
は、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示
されるように停止制御を行うとともに、所定の操作順序以外の操作順序でストップスイッ
チが操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有
効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成され、
　複数種類の特定役当選領域として、
　特定役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した場合に、所定の第１
の操作順序でストップスイッチが操作されたときに、停止制御手段により、特定役を構成
する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止
制御が行われるとともに、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチが操作され
たときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ライン
上に停止表示されるように停止制御が行われる複数の第１特定役当選領域と、
　特定役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した場合に、第１の操作
順序とは異なる第２の操作順序でストップスイッチが操作されたときに、停止制御手段に
より、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表
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示されるように停止制御が行われるとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップ
スイッチが操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ
）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御が行われる複数の第２特定役当選
領域と、を備え、
　複数の第１特定役当選領域を、第１特定役当選領域群とし、
　複数の第２特定役当選領域を、第２特定役当選領域群とし、
　第１特定役当選領域群を構成する第１特定役当選領域の数は、第２特定役当選領域群を
構成する第２特定役当選領域の数と同一に形成され、
　第１特定役当選領域群に係る当選確率は、第２特定役当選領域群に係る当選確率とは異
なるように設定されるとともに、第１特定役当選領域群及び第２特定役当選領域群のそれ
ぞれに係る当選確率は、通常遊技と内部中遊技とにおいて同一に形成され、
　停止制御手段は、
　通常遊技において、役抽選により第１特定役当選領域群を構成するいずれかの第１特定
役当選領域に当選した場合に、第１の操作順序でストップスイッチが操作されたときには
、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示さ
れるように停止制御を行うとともに、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ
が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効
入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行い、
　通常遊技において、役抽選により第２特定役当選領域群を構成するいずれかの第２特定
役当選領域に当選した場合に、第２の操作順序でストップスイッチが操作されたときには
、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示さ
れるように停止制御を行うとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ
が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効
入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成され、
　停止制御手段は、
　内部中遊技においては、各操作順序でストップスイッチを操作した場合における特定役
を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されること
となる確率が、各操作順序ごとに互いに同一となるように、各特定役当選領域と、特定役
を構成する図柄の組み合わせが複数本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなるス
トップスイッチの操作順序との対応関係を、通常遊技における対応関係と少なくとも一部
で異なるものに設定して、停止制御を行うように形成されていることを特徴とする遊技機
。
【請求項２】
　周囲に複数の図柄が付された複数の回転リールと、
　全ての回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　各回転リールに対応して設けられ、かつ各回転リールの回転を停止させるためのストッ
プスイッチと、
　複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選を行う役抽選手段と、
　ストップスイッチの操作を契機として、役抽選手段による役抽選の結果と、ストップス
イッチが操作された時点における対応する回転リールの回転位置とに基づいて、役抽選に
より当選した役を構成する図柄が、有効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置
している場合に、当該図柄を有効入賞ライン上に停止表示させるように、対応する回転リ
ールの回転を停止させる停止制御を行う停止制御手段と、を備え、
　遊技として、
　通常の遊技である通常遊技と、
　通常遊技とは異なる遊技である特別遊技と、を備え、
　役として少なくとも、
　図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることにより特別遊技へ移行する
特別遊技役と、
　特別遊技役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの図柄の組み合わせを
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構成する図柄がストップスイッチの操作のタイミングに関わらず有効入賞ラインに対して
所定の引き込み範囲内に位置するように回転リールの周囲に配列され特定役と、
　特別遊技役及び特定役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの図柄の組
み合わせを構成する図柄がストップスイッチの操作のタイミングに関わらず有効入賞ライ
ンに対して所定の引き込み範囲内に位置するように回転リールの周囲に配列され第１役と
、
　特別遊技役、特定役及び第１役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの
図柄の組み合わせを構成する図柄がストップスイッチの操作のタイミングに関わらず有効
入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置するように回転リールの周囲に配列され
第２役と、を備え、
　特別遊技役は、役抽選により当選してから、当該役を構成する図柄の組み合わせが有効
入賞ライン上に停止表示されるまでの間、当該当選の権利を持ち越すことができるように
形成され、
　遊技として、
　特別遊技役の当選の権利を持ち越している状態である内部中遊技を備え、
　役抽選手段は、役抽選の対象として、
　少なくとも特定役、第１役及び第２役に対応付けられた特定役重複当選領域であって、
各々の領域に対応付けられた役の組み合わせが互いに異なる複数種類の特定役重複当選領
域を備え、
　停止制御手段は、
　役抽選により複数種類の特定役重複当選領域のいずれかに当選した場合に、当選した特
定役重複当選領域に応じて予め定められた所定の操作順序でストップスイッチが操作され
たときには、特定役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ラ
イン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、所定の操作順序以外の操作順序
でストップスイッチが操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄
を、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み
合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御を行うように形成され、
　複数種類の特定役重複当選領域として、
　特定役、第１役及び第２役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した
場合に、所定の第１の操作順序でストップスイッチが操作されたときに、停止制御手段に
より、特定役を構成する図柄の組み合わせが当該当選領域に対応付けられた他の役に優先
して有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御が行われるとともに、第１の操作
順序以外の操作順序でストップスイッチが操作されたときには、第１役及び第２役のそれ
ぞれを構成する図柄を、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を
構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御が行わ
れる複数の第１特定役重複当選領域と、
　特定役、第１役及び第２役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した
場合に、第１の操作順序とは異なる第２の操作順序でストップスイッチが操作されたとき
に、停止制御手段により、特定役を構成する図柄の組み合わせが当該当選領域に対応付け
られた他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御が行われると
ともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッチが操作されたときには、第１
役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役を構成する図柄に優先して引き込むこ
とにより、特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないよ
うに停止制御が行われる複数の第２特定役重複当選領域と、を備え、
　複数の第１特定役重複当選領域を、第１特定役重複当選領域群とし、
　複数の第２特定役重複当選領域を、第２特定役重複当選領域群とし、
　第１特定役重複当選領域群を構成する第１特定役重複当選領域の数は、第２特定役重複
当選領域群を構成する第２特定役重複当選領域の数と同一に形成され、
　第１特定役重複当選領域群に係る当選確率は、第２特定役重複当選領域群に係る当選確
率とは異なるように設定されるとともに、第１特定役重複当選領域群及び第２特定役重複
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当選領域群のそれぞれに係る当選確率は、通常遊技と内部中遊技とにおいて同一に形成さ
れ、
　停止制御手段は、
　通常遊技において、役抽選により第１特定役重複当選領域群を構成するいずれかの第１
特定役重複当選領域に当選した場合に、第１の操作順序でストップスイッチが操作された
ときには、特定役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライ
ン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第１の操作順序以外の操作順序で
ストップスイッチが操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を
、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み合
わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御を行い、
　通常遊技において、役抽選により第２特定役重複当選領域群を構成するいずれかの第２
特定役重複当選領域に当選した場合に、第２の操作順序でストップスイッチが操作された
ときには、特定役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライ
ン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第２の操作順序以外の操作順序で
ストップスイッチが操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を
、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み合
わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御を行うように形成され、
　停止制御手段は、
　内部中遊技においては、各操作順序でストップスイッチを操作した場合における特定役
を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることとなる確率が、各
操作順序ごとに互いに同一となるように、各特定役重複当選領域と、特定役を構成する図
柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップスイッチの操作
順序との対応関係を、通常遊技における対応関係と少なくとも一部で異なるものに設定し
て、停止制御を行うように形成されていることを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　第１特定役当選領域群に係る当選確率は、第２特定役当選領域群に係る当選確率よりも
低くなるように形成され、
　通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチが操作された場
合に、所定の不利益を遊技者に付与する不利益付与手段を備えることを特徴とする請求項
１記載の遊技機。
【請求項４】
　第１特定役重複当選領域群に係る当選確率は、第２特定役重複当選領域群に係る当選確
率よりも低くなるように形成され、
　通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチが操作された場
合に、所定の不利益を遊技者に付与する不利益付与手段を備えることを特徴とする請求項
２記載の遊技機。
【請求項５】
　遊技として、
　通常遊技よりも遊技者にとって有利な遊技であって、特別遊技と異なる遊技である有利
遊技を備え、
　所定の契機により有利遊技へ移行することを決定する有利遊技移行決定手段を備え、
　不利益付与手段は、遊技者に付与する所定の不利益として、
　通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順でストップスイッチが操作された場合
に、それ以降の所定回数の遊技にわたって、有利遊技移行決定手段による有利遊技への移
行の決定を行わないようにすることを特徴とする請求項３又は４記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関し、更に詳しくは、複数の回転リールを備えた遊技機に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、この種の遊技機、たとえばスロットマシンでは、メダルをベットすると遊技が開
始可能となり、スタートスイッチを操作すると、複数の役のいずれかに当選か又はハズレ
かの抽選（役抽選）が行われるとともに、すべての回転リールの回転が開始する。そして
、いずれかのストップスイッチを操作すると、当該ストップスイッチに対応した回転リー
ルの回転が停止し、すべてのストップスイッチの操作を終えると、すべての回転リールの
回転が停止する。このとき、いずれかの有効な入賞ライン上に、役抽選で当選した役を構
成する図柄の組み合わせが停止表示されると、当該役に応じた利益が遊技者に付与されて
、１回の遊技が終了する。
【０００３】
　また、従来から、ストップスイッチの操作順序に応じて、役を構成する図柄の組み合わ
せが有効入賞ライン上に停止表示したり停止表示しなかったりする小役を設けたスロット
マシンが知られている（特許文献１参照）。
　具体的には、ストップスイッチの操作順序が「左中右」と定められた小役１、ストップ
スイッチの操作順序が「右中左」と定められた小役２、・・・というように、役抽選の対
象となる小役に対して予め所定のストップスイッチの操作順序を設定しておく。
　そして、役抽選でたとえば小役１に当選したときには、ストップスイッチの操作順序が
「左中右」であれば、小役１を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示
するが、それ以外の押し順では、小役１を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上
に停止表示しないように、回転リールの回転を停止させる停止制御を行う。
【０００４】
　また、通常遊技においては、役抽選により小役に当選しても、その小役に対して予め設
定されているストップスイッチの操作順序を遊技者は知らないため、当選した小役を構成
する図柄の組み合わせは有効入賞ライン上に必ずしも停止表示しない。
　そして、このようなスロットマシンにおいて、ストップスイッチの操作順序を遊技者に
報知するアシストタイム（ＡＴ）遊技が知られている。ＡＴ遊技においては、役抽選によ
り当選した小役に対して予め設定されているストップスイッチの操作順序が報知され、こ
の報知に従って、ストップスイッチを遊技者が操作すれば、当選した小役を構成する図柄
の組み合わせを有効入賞ライン上に確実に停止表示させることができる。
【０００５】
　また、近年では、ストップスイッチの操作順序が「左中右」又は「左右中」と定められ
た左小役群、ストップスイッチの操作順序が「中左右」又は「中右左」と定められた中小
役群、及び、ストップスイッチの操作順序が「右中左」又は「右左中」と定められた右小
役群を設け、左小役群の当選確率を、他の小役群の当選確率よりも低くし、通常遊技にお
いて、「左中右」又は「左右中」以外の操作順序でストップスイッチが操作された場合に
は、ＡＴ遊技への移行抽選などにおいて、遊技者にペナルティを付与するスロットマシン
が知られている。
　このようなスロットマシンでは、ペナルティを回避するために通常遊技においては、「
左中右」又は「左右中」の操作順序でストップスイッチを操作して遊技者は遊技を行うこ
ととなり、結果として、通常遊技における出玉率（メダルの投入枚数に対する払い出し枚
数の比率）がＡＴ遊技に比べて低くなる一方で、ＡＴ遊技の出玉率が高くなり、メダルの
払い出し状況が変化に富んだものとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２９３１３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記したようなスロットマシンでは、役抽選により、通常遊技よりも遊
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技者にとって有利な遊技である特別遊技へ移行する特別遊技役に当選し、この特別遊技役
の当選の権利を持ち越している状態である内部中遊技においても、通常遊技と同様にペナ
ルティを設けたりすることがあった。このようなスロットマシンでは、特別遊技役を構成
する図柄の組み合わせを揃える際にも、「左中右」又は「左右中」の操作順序でストップ
スイッチを操作しなければならず、遊技の自由度が低下するといった問題があった。
　また、上記したようなスロットマシンでは、内部中遊技においては、ペナルティをなく
して、いずれの操作順序でストップスイッチを操作してもよいようにすると、「左中右」
又は「左右中」以外の操作順序でストップスイッチを操作した方が、「左中右」又は「左
右中」の操作順序でストップスイッチを操作するよりも、相対的に、多くのメダルを獲得
できる状況となり、攻略性が生じることとなる。そして、このようにすると、多くの遊技
者は、特別遊技役を構成する図柄の組み合わせを揃える際にも、「左中右」又は「左右中
」以外の操作順序でストップスイッチを操作して遊技を行うこととなり、やはり遊技の自
由度が低下するといった問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、特別遊技役の当選の権利を持ち越している状態である内部中遊技に
おいて、所定の操作順序でストップスイッチを操作することで所定の操作順序以外の他の
操作順序でストップスイッチを操作した場合に比べて有利な状況となるという攻略性をな
くすことができ、遊技者が不利となるような所定のペナルティを設けなくてもよいように
することができ、遊技の自由度が低下するのを防止することができる遊技機を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　各請求項に記載された発明は、上記した各目的を達成するためになされたものであり、
本発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する。
　なお、符号は、発明の実施の形態において用いた符号を示し、本発明の技術的範囲を限
定するものではない。
　（請求項１）
　請求項１記載の発明は、周囲に複数の図柄が付された複数の回転リール45と、全ての回
転リール45の回転を開始させるためのスタートスイッチ33と、各回転リール45に対応して
設けられ、かつ各回転リール45の回転を停止させるためのストップスイッチ34と、一の役
に対応付けられた当選領域、複数の役に対応付けられた重複当選領域、及びハズレに対応
付けられたハズレ領域を対象として、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選
を行う役抽選手段100と、ストップスイッチ34の操作を契機として、役抽選手段100による
役抽選の結果と、ストップスイッチ34が操作された時点における対応する回転リール45の
回転位置とに基づいて、役抽選により当選した役を構成する図柄が、有効入賞ラインに対
して所定の引き込み範囲内に位置している場合に、当該図柄を有効入賞ライン上に停止表
示させるように、対応する回転リール45の回転を停止させる停止制御を行う停止制御手段
120と、を備え、遊技として、通常の遊技である通常遊技と、通常遊技とは異なる遊技で
ある特別遊技と、を備え、役として少なくとも、図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に
停止表示されることにより特別遊技へ移行する特別遊技役と、特別遊技役とは異なる図柄
の組み合わせにより構成され、かつこの図柄の組み合わせを構成する図柄がストップスイ
ッチ34の操作のタイミングに関わらず有効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位
置するように回転リール45の周囲に配列された特定役と、を備え、特別遊技役は、役抽選
により当選してから、当該役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示
されるまでの間、当該当選の権利を持ち越すことができるように形成され、遊技として、
特別遊技役の当選の権利を持ち越している状態である内部中遊技を備え、役抽選手段100
は、役抽選の対象として、少なくとも特定役に対応付けられかつ一又は複数の役に対応付
けられた特定役当選領域であって、各々の領域に対応付けられた役の組み合わせが互いに
異なる複数種類の特定役当選領域を備え、停止制御手段120は、役抽選により複数種類の
特定役当選領域のいずれかに当選した場合に、当選した特定役当選領域に応じて予め定め
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られた所定の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構成する図
柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を
行うとともに、所定の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときに
は、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ライン上に停止
表示されるように停止制御を行うように形成され、複数種類の特定役当選領域として、特
定役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した場合に、所定の第１の操
作順序でストップスイッチ34が操作されたときに、停止制御手段120により、特定役を構
成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停
止制御が行われるとともに、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作
されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ラ
イン上に停止表示されるように停止制御が行われる複数の第１特定役当選領域と、特定役
を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した場合に、第１の操作順序とは
異なる第２の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときに、停止制御手段120によ
り、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示
されるように停止制御が行われるとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップス
イッチ34が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ
）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御が行われる複数の第２特定役当選
領域と、を備え、複数の第１特定役当選領域を、第１特定役当選領域群とし、複数の第２
特定役当選領域を、第２特定役当選領域群とし、第１特定役当選領域群を構成する第１特
定役当選領域の数は、第２特定役当選領域群を構成する第２特定役当選領域の数と同一に
形成され、第１特定役当選領域群に係る当選確率は、第２特定役当選領域群に係る当選確
率とは異なるように設定されるとともに、第１特定役当選領域群及び第２特定役当選領域
群のそれぞれに係る当選確率は、通常遊技と内部中遊技とにおいて同一に形成され、停止
制御手段120は、通常遊技において、役抽選により第１特定役当選領域群を構成するいず
れかの第１特定役当選領域に当選した場合に、第１の操作順序でストップスイッチ34が操
作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライ
ン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第１の操作順序以外の操作順序で
ストップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（
１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行い、通常遊技にお
いて、役抽選により第２特定役当選領域群を構成するいずれかの第２特定役当選領域に当
選した場合に、第２の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構
成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停
止制御を行うとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作され
たときには、特定役を構成する図柄の組み合わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ライン
上に停止表示されるように停止制御を行うように形成され、停止制御手段120は、内部中
遊技においては、各操作順序でストップスイッチ34を操作した場合における特定役を構成
する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる
確率が、各操作順序ごとに互いに同一となるように、各特定役当選領域と、特定役を構成
する図柄の組み合わせが複数本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップ
スイッチ34の操作順序との対応関係を、通常遊技における対応関係と少なくとも一部で異
なるものに設定して、停止制御を行うように形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　ここで、「ｎ」は、２以上の正整数を意味するものである。
　また、「ｍ」は、１以上ｎ未満の正整数を意味するものである。たとえば、ｎ＝３の場
合、ｍは、「１」又は「２」となる。
　（請求項２）
　請求項２記載の発明は、周囲に複数の図柄が付された複数の回転リール45と、全ての回
転リール45の回転を開始させるためのスタートスイッチ33と、各回転リール45に対応して
設けられ、かつ各回転リール45の回転を停止させるためのストップスイッチ34と、複数の
役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選を行う役抽選手段100と、ストップスイッチ3
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4の操作を契機として、役抽選手段100による役抽選の結果と、ストップスイッチ34が操作
された時点における対応する回転リール45の回転位置とに基づいて、役抽選により当選し
た役を構成する図柄が、有効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置している場
合に、当該図柄を有効入賞ライン上に停止表示させるように、対応する回転リール45の回
転を停止させる停止制御を行う停止制御手段120と、を備え、遊技として、通常の遊技で
ある通常遊技と、通常遊技とは異なる遊技である特別遊技と、を備え、役として少なくと
も、図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることにより特別遊技へ移行す
る特別遊技役と、特別遊技役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの図柄
の組み合わせを構成する図柄がストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず有効入
賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置するように回転リール45の周囲に配列され
特定役と、特別遊技役及び特定役とは異なる図柄の組み合わせにより構成され、かつこの
図柄の組み合わせを構成する図柄がストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず有
効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置するように回転リール45の周囲に配列
され第１役と、特別遊技役、特定役及び第１役とは異なる図柄の組み合わせにより構成さ
れ、かつこの図柄の組み合わせを構成する図柄がストップスイッチ34の操作のタイミング
に関わらず有効入賞ラインに対して所定の引き込み範囲内に位置するように回転リール45
の周囲に配列され第２役と、を備え、特別遊技役は、役抽選により当選してから、当該役
を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されるまでの間、当該当選の
権利を持ち越すことができるように形成され、遊技として、特別遊技役の当選の権利を持
ち越している状態である内部中遊技を備え、役抽選手段100は、役抽選の対象として、少
なくとも特定役、第１役及び第２役に対応付けられた特定役重複当選領域であって、各々
の領域に対応付けられた役の組み合わせが互いに異なる複数種類の特定役重複当選領域を
備え、停止制御手段120は、役抽選により複数種類の特定役重複当選領域のいずれかに当
選した場合に、当選した特定役重複当選領域に応じて予め定められた所定の操作順序でス
トップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み合わせが当選した
他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、所
定の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、第１役及び第
２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより
、特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止
制御を行うように形成され、複数種類の特定役重複当選領域として、特定役、第１役及び
第２役を共通に有し、かつ、役抽選により当該当選領域に当選した場合に、所定の第１の
操作順序でストップスイッチ34が操作されたときに、停止制御手段120により、特定役を
構成する図柄の組み合わせが当該当選領域に対応付けられた他の役に優先して有効入賞ラ
イン上に停止表示されるように停止制御が行われるとともに、第１の操作順序以外の操作
順序でストップスイッチ34が操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成す
る図柄を、特定役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄
の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御が行われる複数の第
１特定役重複当選領域と、特定役、第１役及び第２役を共通に有し、かつ、役抽選により
当該当選領域に当選した場合に、第１の操作順序とは異なる第２の操作順序でストップス
イッチ34が操作されたときに、停止制御手段120により、特定役を構成する図柄の組み合
わせが当該当選領域に対応付けられた他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示され
るように停止制御が行われるとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッ
チ34が操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役を構
成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入
賞ライン上に停止表示されないように停止制御が行われる複数の第２特定役重複当選領域
と、を備え、複数の第１特定役重複当選領域を、第１特定役重複当選領域群とし、複数の
第２特定役重複当選領域を、第２特定役重複当選領域群とし、第１特定役重複当選領域群
を構成する第１特定役重複当選領域の数は、第２特定役重複当選領域群を構成する第２特
定役重複当選領域の数と同一に形成され、第１特定役重複当選領域群に係る当選確率は、
第２特定役重複当選領域群に係る当選確率とは異なるように設定されるとともに、第１特
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定役重複当選領域群及び第２特定役重複当選領域群のそれぞれに係る当選確率は、通常遊
技と内部中遊技とにおいて同一に形成され、停止制御手段120は、通常遊技において、役
抽選により第１特定役重複当選領域群を構成するいずれかの第１特定役重複当選領域に当
選した場合に、第１の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構
成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示される
ように停止制御を行うとともに、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が
操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役を構成する
図柄に優先して引き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライ
ン上に停止表示されないように停止制御を行い、通常遊技において、役抽選により第２特
定役重複当選領域群を構成するいずれかの第２特定役重複当選領域に当選した場合に、第
２の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役を構成する図柄の組み
合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を
行うとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときに
は、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役を構成する図柄に優先して引
き込むことにより、特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示さ
れないように停止制御を行うように形成され、停止制御手段120は、内部中遊技において
は、各操作順序でストップスイッチ34を操作した場合における特定役を構成する図柄の組
み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることとなる確率が、各操作順序ごとに互い
に同一となるように、各特定役重複当選領域と、特定役を構成する図柄の組み合わせが有
効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップスイッチ34の操作順序との対応関係
を、通常遊技における対応関係と少なくとも一部で異なるものに設定して、停止制御を行
うように形成されていることを特徴とする。
【００１１】
　（請求項３）
　請求項３記載の発明は、上記請求項１記載の発明の特徴に加え、第１特定役当選領域群
に係る当選確率は、第２特定役当選領域群に係る当選確率よりも低くなるように形成され
、通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作された
場合に、所定の不利益を遊技者に付与する不利益付与手段160を備えることを特徴とする
。
　（請求項４）
　請求項４記載の発明は、上記請求項２記載の発明の特徴に加え、第１特定役重複当選領
域群に係る当選確率は、第２特定役重複当選領域群に係る当選確率よりも低くなるように
形成され、通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操
作された場合に、所定の不利益を遊技者に付与する不利益付与手段160を備えることを特
徴とする。
【００１２】
　（請求項５）
　請求項５記載の発明は、上記請求項３又は４記載の発明の特徴に加え、遊技として、通
常遊技よりも遊技者にとって有利な遊技であって、特別遊技と異なる遊技である有利遊技
を備え、所定の契機により有利遊技へ移行することを決定する有利遊技移行決定手段140
を備え、不利益付与手段160は、遊技者に付与する所定の不利益として、通常遊技におい
て、第１の操作順序以外の操作順でストップスイッチ34が操作された場合に、それ以降の
所定回数の遊技にわたって、有利遊技移行決定手段140による有利遊技への移行の決定を
行わないようにすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
　（請求項１、３又は５）
　すなわち、請求項１、３又は５記載の発明によれば、内部中遊技において、各操作順序
でストップスイッチを操作した場合における特定役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（
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２≦ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる確率が、各操作順序ごとに互い
に同一となるように停止制御を行うことにより、所定の操作順序でストップスイッチを操
作することで所定の操作順序以外の他の操作順序でストップスイッチを操作した場合に比
べて有利な状況となるという攻略性をなくすことができ、遊技者が不利となるような所定
のペナルティを設けなくてもよいようにすることができ、遊技の自由度が低下するのを防
止することができる遊技機を提供することができる。
【００１４】
　（請求項２又は４）
　すなわち、請求項２又は４記載の発明によれば、内部中遊技において、各操作順序でス
トップスイッチを操作した場合における特定役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ラ
イン上に停止表示されることとなる確率が、各操作順序ごとに互いに同一となるように停
止制御を行うことにより、所定の操作順序でストップスイッチを操作することで所定の操
作順序以外の他の操作順序でストップスイッチを操作した場合に比べて有利な状況となる
という攻略性をなくすことができ、遊技者が不利となるような所定のペナルティを設けな
くてもよいようにすることができ、遊技の自由度が低下するのを防止することができる遊
技機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施の形態であって、遊技機の正面図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態であって、入賞ラインを説明するための説明図である
。
【図３】本発明の第１の実施の形態であって、各回転リールの図柄の配列を説明するため
の説明図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態であって、遊技機のブロック図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態であって、役を説明するための説明図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態であって、役抽選テーブルを説明するための説明図で
ある。
【図７】本発明の第１の実施の形態であって、役抽選テーブルを説明するための説明図で
ある。
【図８】本発明の第１の実施の形態であって、ストップスイッチの操作順序と有効入賞ラ
イン上に停止表示される役の態様との関係を説明するための説明図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態であって、遊技機の動作の概略を示すフローチャート
である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態であって、入賞ラインを説明するための説明図であ
る。
【図１１】本発明の第２の実施の形態であって、各回転リールの図柄の配列を説明するた
めの説明図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態であって、役を説明するための説明図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態であって、役抽選テーブルを説明するための説明図
である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態であって、役抽選テーブルを説明するための説明図
である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態であって、ストップスイッチの操作順序と有効入賞
ライン上に停止表示される役との関係を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態を、図１～図９に基づいて説明する。
　以下、「前面」とは、遊技機において遊技を行う際に遊技者が向き合う面をいい、「右
側」とは、遊技機の前面に向き合って遊技を行う遊技者から見て右側をいい、「左側」と
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は、遊技機の前面に向き合って遊技を行う遊技者から見て左側をいう。
　（遊技機）
　図１に概略を示すように、遊技機としてのスロットマシン10は、前面に開口部を有する
箱型の筐体11を備え、筐体11の前面には、開口部を塞ぐ前扉12を備え、筐体11の内部には
、３個の回転リール45を横並びに配置したリールユニット40や、スロットマシン10を制御
するための制御装置20や、メダルを払い出すためのホッパーユニットや、スロットマシン
10が備える各装置に電力を供給するための電源ユニットなどを備えている。
【００１７】
　また、３個の回転リール45のうち、左側に位置するのが左リール46であり、中央に位置
するのが中リール47であり、右側に位置するのが右リール48である。
　また、前扉12の上部には、上パネル13を備え、前扉12の下部には、下パネル14を備え、
前扉12の前面における、上パネル13と下パネル14との間には、操作部16を備えている。
　また、上パネル13のほぼ中央には、各回転リール45の周囲に付されている図柄を遊技者
に見せるための図柄表示窓15が設けられている。この図柄表示窓15は、３個すべての回転
リール45の回転が停止した際には、縦３列横３行に配置した合計９個の図柄を遊技者に見
せるように形成されている。
【００１８】
　また、本実施の形態では、入賞ラインとして、図２に示すように、上段の表示位置の３
個の図柄を通る上段入賞ラインL1と、左上・中央上・右中央の表示位置の３個の図柄を通
る第１変則入賞ラインL2と、左上・中央上・右下の表示位置の３個の図柄を通る第２変則
入賞ラインL3と、左上・中央・右中央の表示位置の３個の図柄を通る第３変則入賞ライン
L4とが設けられている。なお、以下において、左上・中央・右下の３個の図柄を通るライ
ンを「右下りライン」と称する。
　また、上パネル13における、図柄表示窓15の上方に相当する位置には、画像を表示する
表示装置55が設けられている。また、上パネル13の周囲縁には、演出用ランプ17が設けら
れている。
【００１９】
　また、操作部16の上面右側には、遊技媒体としてのメダルを投入するためのメダル投入
口36が設けられ、操作部16の上面左側には、スロットマシン10に電子的に貯留（クレジッ
ト）されているメダルをベットするためのベットスイッチ32が設けられ、操作部16の上面
左端付近には、クレジットされているメダルを返却するための精算スイッチ35が設けられ
、操作部16の前面左側には、回転リール45の回転を開始させるためのスタートスイッチ33
が設けられ、操作部16の前面中央には、回転リール45の回転を停止させるためのものであ
って各回転リール45にそれぞれ対応している３個のストップスイッチ34が横並びに設けら
れている。
【００２０】
　また、３個のストップスイッチ34のうち、左側に位置するのが左停止スイッチ56であり
、中央に位置するのが中停止スイッチ57であり、右側に位置するのが右停止スイッチ58で
ある。また、左停止スイッチ56は左リール46に対応しており、また、中停止スイッチ57は
中リール47に対応しており、また、右停止スイッチ58は右リール48に対応している。
　また、前扉12の下部中央には、メダルを払い出すためのメダル払出口37が設けられ、メ
ダル払出口37の下方には、メダル払出口37から払い出されたメダルを受け止めて貯留する
ためのメダル受け皿38が設けられている。また、前扉12には、図示しないスピーカが設け
られている。
【００２１】
　（リールユニット40）
　リールユニット40は、横並びに設けた３個の回転リール45と、各回転リール45を回転さ
せるためのものであって各回転リール45にそれぞれ対応しているステッピングモータと、
これらを支持するためのフレームとを備えている。
　また、各回転リール45（46,47,48）の周囲には、図３に示すように、「赤７」、「青７
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」、「ＢＡＲ」、「リプレイ」、「ベル」、「スイカ」、「赤チェリー」及び「青チェリ
ー」の図柄が付されている。具体的には、各回転リール45（46,47,48）の周囲には、複数
種類の図柄が所定の配列で合計２１個付されている（図３参照）。
【００２２】
　また、各ステッピングモータの出力軸には、対応する回転リール45がそれぞれ固定され
ている。具体的には、左側のステッピングモータの出力軸には、左リール46が固定され、
中央のステッピングモータの出力軸には、中リール47が固定され、右側のステッピングモ
ータの出力軸には、右リール48が固定されている。
　また、ステッピングモータは、パルス信号によって駆動するものであって、入力される
パルス信号のパターンによって、加速・定速・減速のパターンが決まる。そして、ステッ
ピングモータが駆動すると、対応する回転リール45が回転軸を中心に回転する。
　また、ステッピングモータは、一のパルス信号の入力により、回転リール45の周囲に付
された図柄１個分に相当する量駆動する。そして、ステッピングモータが図柄１個分に相
当する量駆動すると、対応する回転リール45が、周囲に付された図柄１個分に相当する量
回転する（１コマ回転する）。
【００２３】
　また、各回転リール45には、インデックスセンサにより検知されるインデックスが設け
られており、インデックスが検知されてからのステッピングモータのパルス数により回転
リール45の回転位置を特定できるようになっている。
　（制御装置20）
　制御装置20は、図４に示すように、主として遊技を制御する遊技制御装置21と、遊技制
御装置21からの信号を受信して、主として遊技の演出を制御する演出制御装置22とを備え
ている。
　遊技制御装置21は、メイン基板などとも呼ばれるものであって、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、およびＩ／Ｏなどを備えたマイクロコンピュータを用いて構成されている。ＣＰＵが
ＲＯＭに記憶された所定のプログラムを実行することにより、遊技制御装置21を構成する
マイクロコンピュータが、遊技制御手段60、役抽選手段100、回転制御手段110、停止制御
手段120及び停止図柄判定手段130などとして機能する。遊技制御装置21の入力手段として
は、ベットスイッチ32、スタートスイッチ33、ストップスイッチ34、精算スイッチ35、及
びリールユニット40の各回転リール45のインデックスセンサなどが接続され、遊技制御装
置21の出力手段としては、リールユニット40のステッピングモータや、ホッパーユニット
などが接続されている。
【００２４】
　また、演出制御装置22は、サブ基板などとも呼ばれるものであって、遊技制御装置21と
同様に、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、およびＩ／Ｏなどを備えたマイクロコンピュータを用
いて構成されている。ＣＰＵがＲＯＭに記憶された所定のプログラムを実行することによ
り、演出制御装置22を構成するマイクロコンピュータが、有利遊技移行決定手段140、有
利遊技制御手段150及び不利益付与手段160などとして機能する。演出制御装置22の入力手
段としては、遊技制御装置21が接続され、演出制御装置22の出力手段としては、表示装置
55や、演出用ランプ17や、図示しないスピーカなどが接続されている。
　また、遊技制御装置21と演出制御装置22との間における信号の送受信は、遊技制御装置
21における役抽選に関するデータ等の内部データの信頼性を担保すべく、一方通行となる
ように形成されている。すなわち、遊技制御装置21から演出制御装置22に向かってのみ信
号が出力され、演出制御装置22から遊技制御装置21に向かっていかなる信号も出力されな
いように形成されている。
【００２５】
　（遊技制御手段60）
　遊技制御手段60は、遊技を制御するものである。本実施の形態では、遊技制御手段60は
、通常の遊技である通常遊技を制御する通常遊技制御手段70と、特別遊技役の当選の権利
を持ち越している状態である内部中遊技を制御する内部中遊技制御手段80と、通常遊技と
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は異なる遊技である特別遊技を制御する特別遊技制御手段90とを備えている。
　（通常遊技制御手段70）
　通常遊技制御手段70は、通常の遊技である通常遊技を制御するものである。
　以下、スロットマシン10における通常遊技について説明する。
【００２６】
　１回の遊技につき、遊技媒体としてのメダルを３枚ベットすることが可能である。３枚
のメダルをベットすると、４本全ての入賞ラインが有効になる。有効になった入賞ライン
を、以下、「有効入賞ライン」と称する。また、メダルのベットには、メダル投入口36か
らメダルを投入することによるベットと、ベットスイッチ32を操作することによるクレジ
ットされているメダルのベットとがある。また、再遊技のときには、前回の遊技でベット
した枚数と同数のメダルが自動的にベットされる。また、３枚のメダルのベットを条件に
、遊技を開始することが可能となり、スタートスイッチ33を操作すると、複数の役のいず
れかに当選か又はハズレかの役抽選が行われるとともに、３個すべての回転リール45の回
転が開始する。その後、３個すべての回転リール45の回転が所定の定常速度になって定常
回転するようになると、３個すべてのストップスイッチ34の操作が有効になる。そして、
３個のストップスイッチ34のうちの１個を操作すると、当該ストップスイッチ34に対応し
た回転リール45の回転が停止する。そして、３個すべてのストップスイッチ34の操作を終
えると、３個すべての回転リール45の回転が停止する。このとき、いずれかの有効入賞ラ
イン上に、役抽選により当選した役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停
止表示されると、当該役に応じた枚数のメダルを獲得できることがある。また、獲得した
メダルは、クレジットされ、クレジット数が上限値に達したときには、ホッパーユニット
が駆動して、上限値を超えた分がメダル払出口37から払い出される。また、メダルの獲得
に代えて、あるいはメダルの獲得とともに、遊技者に対して所定の利益が付与されること
もある。
【００２７】
　ここで、役には、有効入賞ライン上に所定の図柄の組み合わせが停止表示されることに
より、メダルが払い出される小役と、有効入賞ライン上に所定の図柄の組み合わせが停止
表示されることにより、メダルの払い出しはないがメダルを新たに投入することなく前回
の遊技と同じ条件で再度遊技を行うことができる再遊技を実行させる再遊技役と、有効入
賞ライン上に所定の図柄の組み合わせが停止表示されることにより、メダルの払い出しは
ないが特別遊技へ移行する特別遊技役とがある。
　具体的には、図５に示すように、小役には、特定役としてのベル役と、スイカ役と、赤
チェリー役と、青チェリー役と、特殊１役と、特殊２役とがある。たとえば、ベル役は、
「ベル」「リプレイ」「ＡＮＹ」（「ＡＮＹ」は、いずれの図柄であってもよいことを意
味する。）の図柄の組み合わせにより構成される。そして、役を構成する図柄の組み合わ
せがいずれかの有効入賞ライン上に停止表示されることにより、当該役に応じた所定枚数
のメダルが払い出される。たとえば、「スイカ」「スイカ」「スイカ」の図柄の組み合わ
せがいずれかの有効入賞ライン上に停止表示されることにより、スイカ役に応じた所定枚
数（たとえば１２枚）のメダルが払い出される。
【００２８】
　また、再遊技役は、図５に示すように、「リプレイ」「リプレイ」「リプレイ」の図柄
の組み合わせにより構成される。そして、いずれかの有効入賞ライン上にこの図柄の組み
合わせが停止表示されることにより、メダルを新たに投入することなく前回の遊技と同じ
条件で再度遊技を行うことができる。
　また、図５に示すように、特別遊技役には、赤７ＢＢ役と、青７ＢＢ役と、ＲＢ役とが
ある。赤７ＢＢ役は、「赤７」「赤７」「赤７」の図柄の組み合わせにより構成される。
また、青７ＢＢ役は、「青７」「青７」「青７」の図柄の組み合わせにより構成される。
そして、「赤７」「赤７」「赤７」又は「青７」「青７」「青７」の図柄の組み合わせが
有効入賞ライン上に停止表示されることにより、後述するビッグボーナス遊技へ移行する
。また、ＲＢ役は、「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み合わせにより構成され
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る。そして、有効入賞ライン上にこの図柄の組み合わせが停止表示されることにより、後
述するレギュラーボーナス遊技へ移行する。
【００２９】
　また、本実施の形態では、特別遊技役は、メダルの払い出しを行うことなく、特別遊技
へ移行するようになっているが、所定枚数（たとえば１５枚）のメダルを払い出した後に
、特別遊技へ移行するように設定してもよい。
　（内部中遊技制御手段80）
　内部中遊技制御手段80は、特別遊技役の当選の権利を持ち越している状態である内部中
遊技を制御するものである。
　本実施の形態では、役抽選により特別遊技役に当選すると、その役を構成する図柄の組
み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されるまでの間、その当選の権利を持ち越すこと
ができるようになっている。
【００３０】
　そして、通常遊技又は後述する有利遊技において、役抽選により特別遊技役に当選し、
当該遊技で当選した特別遊技役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表
示されないと、その特別遊技役の当選の権利を持ち越した状態である内部中遊技へ移行す
る。
　そして、当選の権利を持ち越している特別遊技役を構成する図柄の組み合わせが有効入
賞ライン上に停止表示されると、その役に対応する特別遊技へ移行する。
　（特別遊技制御手段90）
　特別遊技とは、通常遊技とは異なる遊技をいい、特別遊技制御手段90は、特別遊技を制
御するものである。
【００３１】
　特別遊技としては、ビッグボーナス遊技（ＢＢ遊技）と、レギュラーボーナス遊技（Ｒ
Ｂ遊技）とがある。ＢＢ遊技とは、所定の役の当選確率が通常遊技よりも高い遊技を複数
回実行可能な遊技であって、所定枚数（たとえば３６９枚）のメダルの払い出しにより終
了する遊技である。また、ＲＢ遊技とは、ＢＢ遊技と同じく、所定の役の当選確率が通常
遊技よりも高い遊技を複数回実行可能な遊技であって、ＢＢ遊技よりも少ない所定枚数（
たとえば９９枚）のメダルの払い出しにより終了する遊技である。
　また、本実施の形態では、特別遊技制御手段90は、特別遊技（ＢＢ遊技及びＲＢ遊技）
中のメダルの払い出し枚数をカウントする払出枚数カウンタを有している。
【００３２】
　具体的には、通常遊技又は後述する有利遊技において、役抽選により赤７ＢＢ役又は青
７ＢＢ役に当選すると、いずれかの有効入賞ライン上に、赤７ＢＢ役を構成する「赤７」
「赤７」「赤７」又は青７ＢＢ役を構成する「青７」「青７」「青７」の図柄の組み合わ
せが当選した役に応じて揃い得るようになり、「赤７」「赤７」「赤７」又は「青７」「
青７」「青７」の図柄の組み合わせが揃い、停止表示されると、ＢＢ遊技へ移行する。
　ＢＢ遊技へ移行すると、役抽選で所定の役に当選する確率が通常遊技中よりも高くなる
。そして、当選した役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示される
と、当該役に応じた所定枚数のメダルが払い出されるとともに、払出枚数カウンタにより
払い出されたメダルの枚数がカウントされる。
【００３３】
　そして、ＢＢ遊技中のメダルの累計払い出し枚数が所定枚数（例えば３６９枚）に達す
ると、ＢＢ遊技は終了して、通常遊技または有利遊技へ移行する。
　また、通常遊技又は後述する有利遊技において、役抽選によりＲＢ役に当選すると、い
ずれかの有効入賞ライン上に、ＲＢ役を構成する「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄
の組み合わせが揃い得るようになり、「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み合わ
せが揃い、停止表示されると、ＲＢ遊技へ移行する。
　ＲＢ遊技へ移行すると、ＢＢ遊技と同様の遊技が行われる。そして、当選した役を構成
する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されると、当該役に応じた所定枚数
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のメダルが払い出されるとともに、払出枚数カウンタにより払い出されたメダルの枚数が
カウントされる。
【００３４】
　そして、ＲＢ遊技中のメダルの累計払い出し枚数が所定枚数（例えば９９枚）に達する
と、ＲＢ遊技は終了して、通常遊技または有利遊技へ移行する。
　なお、本実施の形態では、特別遊技（ＢＢ遊技及びＲＢ遊技）は、所定枚数のメダルの
払い出しにより終了するものであるが、特別遊技の終了条件としては他の条件（たとえば
遊技回数）を設定することもできる。
　また、払出枚数カウンタによるカウントは、カウントアップによる方法でもカウントダ
ウンによる方法でもよい。
　（役抽選手段100）
　役抽選手段100は、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選を行うものであ
る。役抽選手段100は、乱数発生手段と、乱数抽出手段と、役抽選テーブルと、判定手段
とを備えている。
【００３５】
　乱数発生手段は、役抽選用の乱数を、所定の範囲内（例えば、１０進数で０～６５５３
５）で発生させるものである。また、乱数抽出手段は、乱数発生手段が発生させた乱数を
、所定の契機（たとえば、スタートスイッチ33の操作）で抽出するものである。なお、乱
数発生手段は、カウンタ回路などによって構成されるため、乱数発生手段が発生させる数
値は、厳密には乱数ではない。ただ、スタートスイッチ33が操作されるタイミングは、ラ
ンダムであると考えられるため、乱数抽出手段が抽出する数値は、実質的には乱数として
取り扱うことができる。
　また、役抽選テーブルは、乱数発生手段が発生させる範囲内の各乱数について、複数の
役のいずれかに当選か又はハズレかをあらかじめ定めたものである。本実施の形態では、
役抽選テーブルには、通常遊技及び後述する有利遊技において用いられる通常役抽選テー
ブルと、内部中遊技において用いられる内部中役抽選テーブルと、特別遊技において用い
られる特別役抽選テーブルとがある。
【００３６】
　そして、各役抽選テーブルには、当選の領域と、ハズレの領域とが設定されている。な
お、当選の領域としては、１つの役にのみ当選する単独当選領域の他に、複数の役に同時
に当選する重複当選領域を設定することができる。
　具体的には、たとえば、通常役抽選テーブル及び内部中役抽選テーブルのぞれぞれには
、図６及び図７に示すように、第１特定役当選領域としてのベル役、スイカ役、赤チェリ
ー役、青チェリー役及び再遊技役の単独当選領域と、第１特定役当選領域としてのベル役
及び特殊１役の重複当選領域と、第１特定役当選領域としてのベル役及び特殊２役の重複
当選領域と、第２特定役当選領域としてのベル役及び赤チェリー役の重複当選領域と、第
２特定役当選領域としてのベル役、赤チェリー役及び特殊１役の重複当選領域と、第２特
定役当選領域としてのベル役、赤チェリー役及び特殊２役の重複当選領域と、ベル役及び
青チェリー役の重複当選領域と、ベル役、青チェリー役及び特殊１役の重複当選領域と、
ベル役、青チェリー役及び特殊２役の重複当選領域とが設けられている。
【００３７】
　なお、以下、第１特定役当選領域としてのベル役の単独当選領域を「左ベルＡ役」と称
し、また、第１特定役当選領域としてのベル役及び特殊１役の重複当選領域を「左ベルＢ
役」と称し、また、第１特定役当選領域としてのベル役及び特殊２役の重複当選領域を「
左ベルＣ役」と称する。また、第２特定役当選領域としてのベル役及び赤チェリー役の重
複当選領域を「中ベルＡ役」と称し、また、第２特定役当選領域としてのベル役、赤チェ
リー役及び特殊１役の重複当選領域を「中ベルＢ役」と称し、また、第２特定役当選領域
としてのベル役、赤チェリー役及び特殊２役の重複当選領域を「中ベルＣ役」と称する。
また、ベル役及び青チェリー役の重複当選領域を「右ベルＡ役」と称し、また、ベル役、
青チェリー役及び特殊１役の重複当選領域を「右ベルＢ役」と称し、また、ベル役、青チ
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ェリー役及び特殊２役の重複当選領域を「右ベルＣ役」と称する。
【００３８】
　また、左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役
に係る当選確率のそれぞれは、図６及び図７に示すように、通常役抽選テーブル及び内部
中役抽選テーブルのいずれにおいても、それぞれ、同一となっている。たとえば、通常役
抽選テーブルにおける左ベルＡ役に係る当選確率と、内部中役抽選テーブルにおける左ベ
ルＡ役に係る当選確率とは、同一となっている。
　また、左ベルＡ役、左ベルＢ役及び左ベルＣ役は、図７に示すように、互いに同一の当
選確率となっている。たとえば、左ベルＡ役と左ベルＢ役との当選確率は互いに同一とな
っている。また、同様に、中ベルＡ役、中ベルＢ役及び中ベルＣ役は、図６に示すように
、互いに同一の当選確率となっている。また、同様に、右ベルＡ役、右ベルＢ役及び右ベ
ルＣ役は、図６に示すように、互いに同一の当選確率となっている。
【００３９】
　また、図６及び図７に示すように、左ベルＡ役に係る当選確率を「１」とすると、中ベ
ルＡ役に係る当選確率は「３」となっている。すなわち、中ベルＡ役に係る当選確率は、
左ベルＡ役に係る当選確率の３倍の大きさとなっている。換言すれば、中ベルＡ役は、左
ベルＡ役に比べて３倍の確率で当選するものとなっている。また、図６及び図７に示すよ
うに、右ベルＡ役に係る当選確率は、中ベルＡ役に係る当選確率と同一となっている。す
なわち、左ベルＡ役に係る当選確率を「１」とすると、左ベルＡ役と中ベルＡ役と右ベル
Ａ役との当選確率の比は、「１：３：３」となっている。
　なお、本実施の形態では、「左ベルＡ役」～「左ベルＣ役」の単独又は重複当選領域が
「第１特定役当選領域群」に相当し、また、「中ベルＡ役」～「中ベルＣ役」の重複当選
領域が「第２特定役当選領域群」に相当する。
【００４０】
　また、特別役抽選テーブルには、ベル役、スイカ役、赤チェリー役及び青チェリー役の
重複当選領域（以下、この重複当選領域に係る複数の役を、「重複小役」と称す。）と、
ハズレの領域とが設定されている。
　なお、重複当選領域における複数の役の組み合わせについては、これに限られるもので
はない。たとえば、特別遊技役（ＢＢ役又はＲＢ役）と、スイカ役とに同時に当選するよ
うにしてもよく、また、たとえば、特別遊技役（ＢＢ役又はＲＢ役）と、赤チェリー役と
に同時に当選するようにしてもよい。
　また、左ベルＡ役についても、ベル役と他の役との重複当選とするようにしてもよい。
【００４１】
　また、判定手段は、乱数抽出手段が抽出した乱数と、役抽選テーブルとを照合して、複
数の役のいずれかに当選か又はハズレかの判定を行うものである。具体的には、判定手段
は、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの判定を行う際に、その時点における遊技
状態に対応する役抽選テーブルを適宜用いて、当該判定を行うものとなっている。
　そして、役抽選手段100による役抽選で、いずれかの役に当選すると、当選した役に対
応する当選フラグが成立する。なお、役抽選手段100による役抽選で、複数の役に重複当
選した場合には、当選した複数の役それぞれに対応する当選フラグが成立する。そして、
このフラグの成立中に、いずれかの有効入賞ライン上に、役抽選で当選した役を構成する
図柄の組み合わせが停止表示されると、遊技者に対して、メダルの払い出しや、特別遊技
等の利益が付与される。
【００４２】
　ここで、当選フラグには、役抽選手段100による抽選結果が、小役の当選である場合に
成立する小役当選フラグ（ベル当選フラグ、スイカ当選フラグ、赤チェリー当選フラグ、
青チェリー当選フラグ、特殊１当選フラグ及び特殊２当選フラグ）と、役抽選手段100に
よる抽選結果が、再遊技役の当選である場合に成立する再遊技当選フラグと、役抽選手段
100による抽選結果が、特別遊技役の当選である場合に成立する特別遊技当選フラグ（赤
７ＢＢ当選フラグ、青７ＢＢ当選フラグ及びＲＢ当選フラグ）とがある。
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　そして、小役当選フラグ、及び再遊技当選フラグは、成立した遊技においてのみ有効と
なるものの、特別遊技当選フラグは、次の遊技へ持ち越すことができるものとなっており
、当選した特別遊技役を構成する図柄の組み合わせがいずれかの有効入賞ライン上に停止
表示されることにより消去されるものとなっている。
【００４３】
　（回転制御手段110）
　回転制御手段110は、スタートスイッチ33の操作を契機に、３個すべての回転リール45
の回転を開始させるとともに、３個すべての回転リール45の回転駆動を制御するものであ
る。具体的には、回転制御手段110は、スタートスイッチ33の操作を契機に、３個すべて
の回転リール45の回転を開始させて、その回転速度が所定の定常速度に達するまで加速処
理を行う。そして、回転制御手段110は、回転リール45の回転速度が所定の定常速度に達
したときには、回転リール45を所定の定常速度で定速回転させる定速処理を行う。
　（停止制御手段120）
　停止制御手段120は、ストップスイッチ34の操作を契機として、役抽選手段100による役
抽選の結果と、ストップスイッチ34が操作された時点における対応する回転リール45の回
転位置とに基づいて、役抽選により当選した役を構成する図柄が、有効入賞ラインに対し
て所定の引き込み範囲内に位置している場合に、当該図柄を有効入賞ライン上に停止表示
させるように、対応する回転リール45の回転を停止させる停止制御を行うものである。
【００４４】
　また、本実施の形態では、停止制御手段120は、役抽選により左ベルＡ役～左ベルＣ役
、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選した場合（役抽
選により複数種類の特定役当選領域のいずれかに当選した場合）に、当選した特定役当選
領域に応じて予め定められた所定の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには
、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせがｎ本（２≦ｎ）の有効入賞ライン
上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、所定の操作順序以外の操作順序でス
トップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合
わせがｍ本（１≦ｍ＜ｎ）の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行う。
【００４５】
　具体的には、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により左ベルＡ役、左ベ
ルＢ役又は左ベルＣ役に当選した場合（役抽選により第１特定役当選領域群を構成するい
ずれかの第１特定役当選領域に当選した場合）に、第１の操作順序でストップスイッチ34
が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効
入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第１の操作順序以外の操
作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図
柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように停止制御を行う。
　また、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により中ベルＡ役、中ベルＢ役
又は中ベルＣ役に当選した場合（役抽選により第２特定役当選領域群を構成するいずれか
の第２特定役当選領域に当選した場合）に、第１の操作順序とは異なる第２の操作順序で
ストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み
合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第２
の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としての
ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるよう
に停止制御を行う。
【００４６】
　また、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により右ベルＡ役、右ベルＢ役
又は右ベルＣ役に当選した場合に、第１の操作順序及び第２の操作順序とは異なる第３の
操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、ベル役を構成する図柄の組み合わ
せが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、第３の操
作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル
役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように停
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止制御を行う。
　また、停止制御手段120は、内部中遊技においては、各操作順序でストップスイッチ34
を操作した場合における特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効
入賞ライン上に停止表示されることとなる確率が、各操作順序ごとに互いに同一となるよ
うに、各特定役当選領域と、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが複数本
の有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップスイッチ34の操作順序との対応
関係を、通常遊技における対応関係と少なくとも一部で異なるものに設定して、停止制御
を行う。
【００４７】
　詳細には、停止制御手段120は、各ストップスイッチ34が操作された際における対応す
る回転リール45の回転位置を、対応するインデックスが検知されてから対応するストップ
スイッチ34が操作されるまでの間における対応するステッピングモータのステップ数で特
定しつつ、ストップスイッチ34が操作された時点で、有効入賞ライン上に直ちに停止でき
る図柄（すなわち、回転リール45の回転位置）を基準として、この図柄から回転方向に予
め定められた個数（最大スベリコマ数、たとえば４コマ）移動した図柄までの範囲内で、
対応する回転リール45を停止させるように形成されている。
　ここで、「コマ」とは、回転リール45の回転量であって、回転リール45の周囲に付され
た図柄１個分に相当する量を意味するものである。
【００４８】
　そして、停止制御手段120は、役抽選手段100の抽選結果がいずれかの役に当選の場合に
は、各回転リール45の回転を停止させる際に、当選した役を構成する図柄の組み合わせが
、いずれかの有効入賞ライン上に極力揃うように、かつ、当選した役以外の役を構成する
図柄の組み合わせについては、いずれの有効入賞ライン上にも揃わないように、引き込み
制御及び蹴飛ばし制御を行い、一方、役抽選手段100の抽選結果がハズレの場合には、各
回転リール45の回転を停止させる際に、いずれの有効入賞ライン上にも、いずれの役を構
成する図柄の組み合わせも揃わないように、蹴飛ばし制御を行う。
　また、本実施の形態では、複数の当選フラグが成立している場合があり、このような場
合に、停止制御手段120は、引き込み制御において、当選した複数の役のうちいずれの役
を優先して引き込むかを予め設定している。具体的には、停止制御手段120は、引き込み
優先順位を、「再遊技役」＞「小役」＞「特別遊技役」に設定している。なお、引き込み
優先順位は、これに限られるものではない。
【００４９】
　また、本実施の形態では、上述の如く、複数の小役に同時に当選する場合、たとえば、
ベル役と赤チェリー役とに重複して当選する場合などがあり、このような場合に、停止制
御手段120は、引き込み制御において、当選した複数の小役のうちいずれの役を優先して
引き込むかを予め設定している。具体的には、停止制御手段120は、小役の引き込み優先
順位を、「ベル役」＞「スイカ役」＞「赤チェリー役」＞「青チェリー役」＞「特殊１役
」＞「特殊２役」に設定している。なお、小役の引き込み優先順位は、これに限られるも
のではない。
　また、本実施の形態では、停止制御手段120は、回転リール45の停止位置を予め定めた
停止テーブルを備え、上記した引き込み制御及び蹴飛ばし制御を、この停止テーブルを用
いて行う。具体的には、停止テーブルには、役抽選の結果に応じて、ストップスイッチ34
が操作された時点における回転リール45の回転位置である操作位置と、実際の停止位置と
の対応関係が規定されている。なお、停止テーブルには、役抽選の結果に応じて、操作位
置と操作位置から実際の停止位置までの回転量を示すスベリコマ数との対応関係が規定さ
れていてもよい。
【００５０】
　また、本実施の形態では、停止制御手段120は、１つのフラグ状態ごとに１つの停止テ
ーブルを備えている。ここで、フラグ状態とは、たとえばベル当選フラグが成立している
状態や、ベル当選フラグと赤７ＢＢ当選フラグが成立している状態などである。
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　なお、停止テーブルについては、ベル役に関する停止テーブルを例に挙げて説明する。
　本実施の形態では、図３に示すように、左リール46の周囲には、「ベル」の図柄が４コ
マ以内の間隔で配列されており、ストップスイッチ34の操作のタイミングに応じて、いず
れかの「ベル」の図柄を有効入賞ライン上の表示位置に引き込むことができるようになっ
ている。
【００５１】
　また、中リール47の周囲には、「リプレイ」の図柄が４コマ以内の間隔で配列されてお
り、ストップスイッチ34の操作のタイミングに応じて、いずれかの「リプレイ」の図柄を
有効入賞ライン上の表示位置に引き込むことができるようになっている。
　また、ベル役を構成する右リール48の図柄は、いずれの図柄であってもよいものとなっ
ている。
　このため、本実施の形態では、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせは、
ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、有効入賞ライン上に停止表示させる
ことができるものとなっている。
【００５２】
　以下、遊技が、通常遊技及び後述する有利遊技（以下、「非内部中遊技」と称する。）
である場合と、遊技が内部中遊技である場合とに分けて説明する。
　（１）非内部中遊技である場合
　（左ベルＡ役～左ベルＣ役（役抽選により第１特定役当選領域群を構成するいずれかの
第１特定役当選領域に当選した場合））
　非内部中遊技において左ベルＡ役、左ベルＢ役又は左ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「左ベル停止テーブル」には、図８（Ａ）に示すように、左停止スイッチ56が最初に
操作される順序（第１の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると
、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成する
図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように操作位置に対する停
止位置が規定されているとともに、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58が最初に操作
される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ34の
操作のタイミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが１本
の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されて
いる。
【００５３】
　なお、図８において、「重複入賞」とは、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本（
具体的には後述する３本）の有効入賞ライン上に停止表示されることを意味するものであ
る。
　また、「単独入賞」とは、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン
（具体的には、第３変則入賞ラインL4）上に停止表示されることを意味するものである。
　具体的には、「左ベル停止テーブル」には、左停止スイッチ56が最初に操作される順序
（第１の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイ
ッチ34の操作のタイミングに関わらず、ベル役を構成する図柄の組み合わせが、上段入賞
ラインL1、第１変則入賞ラインL2及び第２変則入賞ラインL3の３本の有効入賞ライン上に
停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されている。詳細には、右リール
48については、下段の表示位置に「ベル」の図柄が停止表示されるように操作位置に対す
る停止位置が規定されている。
【００５４】
　なお、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される
と、図３の配列に示すように、「ベル」「ベル」「ベル」の図柄の組み合わせが右下りラ
イン上に停止表示されることとなる。
　また、「左ベル停止テーブル」には、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58が最初に
操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ
34の操作のタイミングに関わらず、ベル役を構成する図柄の組み合わせが第３変則入賞ラ
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インL4上に停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されている。
　（中ベルＡ役～中ベルＣ役（役抽選により第２特定役当選領域群を構成するいずれかの
第２特定役当選領域に当選した場合））
　非内部中遊技において中ベルＡ役、中ベルＢ役又は中ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「中ベル停止テーブル」には、左ベル停止テーブルと同様に、中停止スイッチ57が最
初に操作される順序（第２の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作され
ると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、ベル役を構成する図柄の組み
合わせが、上段入賞ラインL1、第１変則入賞ラインL2及び第２変則入賞ラインL3の３本の
有効入賞ライン上に停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されていると
ともに、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ58が最初に操作される順序で各ストップス
イッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わら
ず、ベル役を構成する図柄の組み合わせが第３変則入賞ラインL4上にのみ停止表示される
ように操作位置に対する停止位置が規定されている（図８（Ａ）参照）。
【００５５】
　（右ベルＡ役～右ベルＣ役）
　非内部中遊技において右ベルＡ役、右ベルＢ役又は右ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「右ベル停止テーブル」には、左ベル停止テーブルと同様に、右停止スイッチ58が最
初に操作される順序（第３の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作され
ると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成
する図柄の組み合わせが、上段入賞ラインL1、第１変則入賞ラインL2及び第２変則入賞ラ
インL3の３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規
定されているとともに、左停止スイッチ56又は中停止スイッチ57が最初に操作される順序
で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ34の操作のタイ
ミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが第３変則入賞ラ
インL4上にのみ停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されている（図８
（Ａ）参照）。
【００５６】
　（２）内部中遊技である場合
　（左ベルＡ役、中ベルＡ役、右ベルＡ役）
　内部中遊技において左ベルＡ役、中ベルＡ役又は右ベルＡ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「左ベル停止テーブル」である（図８（Ｂ）参照）。
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
て、別々に設けるようにしてもよい。
　（左ベルＢ役、中ベルＢ役、右ベルＢ役）
　内部中遊技において左ベルＢ役、中ベルＢ役又は右ベルＢ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「中ベル停止テーブル」である（図８（Ｂ）参照）。
【００５７】
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
て、別々に設けるようにしてもよい。
　（左ベルＣ役、中ベルＣ役、右ベルＣ役）
　内部中遊技において左ベルＣ役、中ベルＣ役又は右ベルＣ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「右ベル停止テーブル」である（図８（Ｂ）参照）。
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
て、別々に設けるようにしてもよい。
【００５８】
　以上説明したように、たとえば、左ベルＡ役の当選確率は、中ベルＡ役の当選確率に比
べて、１／３となっている。このため、本実施の形態では、非内部中遊技において、役抽
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選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役
のいずれかに当選したときに、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイ
ッチ34（56,57,58）を操作すると、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58を最初に操作
する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合に比べて、ベル役を構成す
る図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率は、１
／３となっている。
【００５９】
　これに対して、内部中遊技において、役抽選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ
役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選したときには、各操作順序
でストップスイッチ34を操作した場合におけるベル役を構成する図柄の組み合わせが３本
の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率は、各操作順序ごとに互いに等し
くなる。
　具体的には、以下のとおりである。
　まず、遊技が、非内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、左ベルＡ役～左ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一であり、また、
中ベルＡ役～中ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一であり、また、右ベルＡ役
～右ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一である。したがって、左ベルＡ役の当
選確率を「１」とすると、左ベルＡ役～左ベルＣ役の当選確率の合計は、（１×３）とな
り、また、同様に、中ベルＡ役～中ベルＣ役の当選確率の合計は、（３×３）となり、ま
た、同様に、右ベルＡ役～右ベルＣ役の当選確率の合計は、（３×３）となる。
【００６０】
　してみると、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（３×３）＋（３×３）と
なる。
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止
表示される場合とは、役抽選により、左ベルＡ役、左ベルＢ役又は左ベルＣ役に当選して
いた場合である。上述の如く、左ベルＡ役、左ベルＢ役及び左ベルＣ役のそれぞれの当選
確率は、「１」である。
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有
効入賞ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対
する左ベルＡ役～左ベルＣ役の３個の当選確率の合計の割合は、
　（１×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝３／２１
となる。
【００６１】
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（３×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝９／２１
となる。
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（３×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝９／２１
となる。
【００６２】
　次に、遊技が内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、内部中遊技においてもベル役の当選確率は通常遊技などの非内部中遊技と変わ
らないので、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（３×３）＋（３×３）であ
る。
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止
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表示される場合とは、役抽選により、左ベルＡ役に当選していた場合と、中ベルＡ役に当
選していた場合と、右ベルＡ役に当選していた場合とである。上述の如く、左ベルＡ役の
当選確率は、「１」であり、また、中ベルＡ役及び右ベルＡ役のそれぞれの当選確率は、
「３」である。
【００６３】
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有
効入賞ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対
する左ベルＡ役、中ベルＡ役及び右ベルＡ役の３個の当選確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
　また同様に、遊技が内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベ
ル役全体の当選確率の合計に対する左ベルＢ役、中ベルＢ役及び右ベルＢ役の３個の当選
確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
【００６４】
　また同様に、遊技が内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベ
ル役全体の当選確率の合計に対する左ベルＣ役、中ベルＣ役及び右ベルＣ役の３個の当選
確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
　このように、本実施の形態では、遊技が内部中遊技となると、いずれのストップスイッ
チ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作しても、ベル役を
構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率
は、各操作順序ごとに、それぞれ、７／２１の確率で互いに等しいものとなる。
【００６５】
　したがって、本実施の形態によれば、内部中遊技において、遊技が非内部中遊技である
場合の取得率の合計を変更することなく、各操作順序ごとに、取得率を互いに等しいもの
とすることができる。
　なお、停止制御手段120は、１つのフラグ状態および遊技状態ごとに、１つの停止テー
ブルを備えるようにしてもよい。また、停止制御手段120は、引き込み制御及び蹴飛ばし
制御を、所定の図柄を停止させるか否かを判断しながら制御を行うプログラム制御により
行うようにしてもよい。
　（停止図柄判定手段130）
　停止図柄判定手段130は、すべての回転リール45の回転が停止した際に、有効入賞ライ
ン上に停止表示された図柄の組み合わせを判定するものである。
【００６６】
　また、停止図柄判定手段130により判定が行われると、この判定の結果に基づいた制御
が各手段により実行される。たとえば、停止図柄判定手段130により、いずれかの小役を
構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されていると判定されると、遊
技制御手段60は、ホッパーユニットを作動させて、この小役に応じた所定枚数のメダルを
払い出すように制御する。また、たとえば、停止図柄判定手段130により、再遊技役を構
成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されていると判定されると、遊技
制御手段60は、再度の遊技の制御を行う。また、たとえば、停止図柄判定手段130により
、特別遊技役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されていると判
定されると、特別遊技制御手段90は、特別遊技を開始する。
【００６７】
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　また、本実施の形態では、停止図柄判定手段130により、ベル役を構成する図柄の組み
合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されていると判定されると、遊技制御手
段60は、ホッパーユニットを作動させて所定枚数（たとえば５枚）のメダルを払い出すよ
うに制御する。
　また、停止図柄判定手段130により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効
入賞ライン上に停止表示されていると判定されると、遊技制御手段60は、ホッパーユニッ
トを作動させて所定枚数（たとえば１５枚（５枚×３））のメダルを払い出すように制御
する。
【００６８】
　（有利遊技移行決定手段140）
　有利遊技移行決定手段140は、遊技者にとって通常遊技よりも有利な遊技であって、特
別遊技とは異なる遊技である有利遊技へ移行することを決定するものである。
　本実施の形態では、有利遊技移行決定手段140は、後述する不利益付与手段160により、
有利遊技へ移行することを決定しない期間である後述のペナルティ期間が設定されていな
い場合に、役抽選により特別遊技役に当選したときに、有利遊技へ移行するか否かを抽選
により決定する。
　また、本実施の形態では、有利遊技移行決定手段140は、後述するペナルティ期間が設
定されていない場合に、通常遊技において、役抽選によりスイカ役に当選したとき、又は
赤チェリー役若しくは青チェリー役に単独当選したときに、有利遊技へ移行するか否かを
抽選により決定する。
【００６９】
　なお、この場合の抽選確率は、たとえば、スロットマシン10における、出玉率を定めた
複数段階の設定に応じて異なるようにしてもよく、また、たとえば、赤７ＢＢ役に当選し
た場合とＲＢ役に当選した場合とで異なるようにしてもよい。
　また、有利遊技移行決定手段140は、たとえば、赤７ＢＢ役に当選した場合には、有利
遊技へ移行することを決定し、ＲＢ役に当選した場合には、有利遊技へ移行するか否かを
抽選により決定するようにしてもよい。
　また、有利遊技移行決定手段140は、役抽選により特別遊技役などに当選した場合に限
られず、たとえば、一定の周期（たとえば遊技回数が５０回ごとの周期）において、有利
遊技へ移行するか否かを決定するようにしてもよい。また、たとえば、役抽選とは別個の
抽選により、毎遊技、有利遊技へ移行するか否かを決定するようにしてもよい。また、た
とえば、特別遊技において、役抽選により所定の役に当選した場合に、有利遊技へ移行す
るか否かを決定するようにしてもよい。また、たとえば、特別遊技の終了時に、有利遊技
へ移行するか否かを決定するようにしてもよい。
【００７０】
　（有利遊技制御手段150）
　有利遊技制御手段150は、有利遊技を制御するものである。本実施の形態では、有利遊
技制御手段150は、有利遊技として、役抽選の結果に関する情報を遊技者に対して報知す
るという態様の遊技を行う。このような態様の遊技は、アシストタイム（ＡＴ）などと呼
ばれるものである。また、役抽選の結果に関する情報（報知の内容）としては、当選した
役の情報や、当選した役を構成する図柄の組み合わせを有効入賞ライン上に停止表示させ
るためのストップスイッチ34の操作情報（押し順）等がある。
　遊技者は、たとえば当選した小役が報知されると、当選した小役を構成する図柄の組み
合わせがいずれかの有効入賞ライン上に停止するようタイミングを図ってストップスイッ
チ34を操作することにより、報知がない場合と比較してより多くの小役を構成する図柄の
組み合わせを有効入賞ライン上に停止表示させることができ、ひいてはより多くの枚数の
メダルを獲得することができる。このため、有利遊技としてのＡＴは、通常遊技よりも遊
技者にとって有利な遊技となっている。特に本実施の形態では、役抽選により左ベルＡ役
～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選し
た場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示され



(25) JP 2012-125510 A 2012.7.5

10

20

30

40

50

ることとなるストップスイッチ34の操作順序を遊技者に対して報知することにより、ＡＴ
は、遊技者にとって通常遊技よりも有利な遊技となっている。
【００７１】
　また、本実施の形態では、有利遊技制御手段150は、有利遊技移行決定手段140により、
有利遊技へ移行することが決定されている場合に、所定の契機により有利遊技を開始する
。たとえば、役抽選により特別遊技役に当選した場合に、有利遊技移行決定手段140によ
り、有利遊技へ移行することが決定されたときには、有利遊技制御手段150は、特別遊技
が終了した後の１回目（最初）の遊技から、有利遊技としてのＡＴを開始する。
　また、たとえば、通常遊技において、役抽選によりスイカ役に当選した場合に、有利遊
技移行決定手段140により、有利遊技へ移行することが決定されたときには、有利遊技制
御手段150は、所定の遊技回数を消化した後であって、内部中遊技でない場合に、有利遊
技としてのＡＴを開始する。
【００７２】
　また、本実施の形態では、有利遊技制御手段150は、所定の遊技回数（たとえば５０回
）の有利遊技を実行した場合に、ＡＴを終了する。
　なお、ＡＴの開始の契機としては、これに限られるものではなく、たとえば、特定の図
柄の組み合わせが停止表示されたことなどを契機に、ＡＴを開始するようにしてもよい。
　また、ＡＴの終了の契機としては、これに限られるものではなく、たとえば、役抽選に
より所定の役に当選したことを所定の回数報知したことを契機に、ＡＴを終了するように
してもよい。また、たとえば、役抽選により特別遊技役に当選したことを契機に、ＡＴを
終了するようにしてもよい。
【００７３】
　また、有利遊技制御手段150は、遊技回数の異なる（たとえば、５０回と１００回）複
数種類のＡＴを実行可能としてもよい。
　（不利益付与手段160）
　不利益付与手段160は、通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順序でストップ
スイッチ34が操作された場合に、所定の不利益を遊技者に付与するものである。本実施の
形態では、不利益付与手段160は、通常遊技において、第１の操作順序以外の操作順でス
トップスイッチ34が操作された場合に、それ以降の所定回数の遊技にわたって、有利遊技
移行決定手段140による有利遊技への移行の決定を行わないようにする。
【００７４】
　具体的には、不利益付与手段160は、通常遊技において、左停止スイッチ56以外のスト
ップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34が操作されたときに、その
以降の所定回数（たとえば８回）の遊技（以下、「ペナルティ期間」とする。）にわたっ
て、有利遊技移行決定手段140による有利遊技としてのＡＴへの移行の決定を行わないよ
うにする。詳細には、不利益付与手段160は、ペナルティ期間中は、有利遊技移行決定手
段140を作動させないようにする。
　（スロットマシン10の動作）
　以下、図９に示すフローチャートに基づいて、本実施の形態に係るスロットマシン10の
動作の概略を説明する。
【００７５】
　図９に示すステップ１００において、遊技制御手段60により、３枚のメダルがベットさ
れたか否かが判断される。ここで、ベットされたと判断されると、ステップ１０１に進む
。一方、ベットされていないと判断されると、再度ステップ１００となる。
　ステップ１０１において、遊技制御手段60により、スタートスイッチ33が操作されたか
否かが判断される。ここで、操作されたと判断されると、ステップ１０２に進む。一方、
操作されていないと判断されると、再度ステップ１０１となる。
　ステップ１０２において、役抽選手段100により、役抽選が行われる。そして、次のス
テップ１０３に進む。
【００７６】
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　ステップ１０３において、有利遊技移行決定手段140により、有利遊技としてのＡＴへ
移行するか否かを決定するＡＴ移行処理が行われる。そして、次のステップ１０４に進む
。
　ステップ１０４において、有利遊技制御手段150により、ベル役を構成する図柄の組み
合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップスイッチ34の操作
順序を報知するＡＴ報知処理が行われる。そして、次のステップ１０５に進む。
　ステップ１０５において、遊技制御手段60により、ストップスイッチ34が操作されたか
否かが判断される。ここで、ストップスイッチ34が操作されたと判断されると、ステップ
１０６に進む。一方、ストップスイッチ34が操作されていないと判断されると、再度ステ
ップ１０５となる。
【００７７】
　ステップ１０６において、停止制御手段120により、操作されたストップスイッチ34に
対応する回転リール45の停止制御が行われる。そして、次のステップ１０７に進む。
　ステップ１０７において、遊技制御手段60により、３個すべての回転リール45の回転が
停止したか否かが判断される。ここで、３個すべての回転リール45の回転が停止したと判
断されると、ステップ１０８に進む。一方、まだ回転中の回転リール45があると判断され
ると、ステップ１０５に戻る。
　ステップ１０８において、停止図柄判定手段130により、有効入賞ライン上に停止表示
された図柄の組み合わせを判定する停止表示図柄判定処理が行われる。そして、次のステ
ップ１０９に進む。
【００７８】
　ステップ１０９において、停止表示された図柄の組み合わせに応じた処理が行われる。
たとえば、いずれかの小役を構成する図柄の組み合わせが停止表示された場合には、当該
役に応じた枚数のメダルの払い出しが行われる。そして、次のステップ１１０に進む。
　ステップ１１０において、不利益付与手段160により、ペナルティ期間の設定に関する
ペナルティ期間設定処理が行われる。そして、１回の遊技に係る処理が終了する。
　（作用・効果）
　以上説明したように、本実施の形態では、たとえば、左ベルＡ役の当選確率は、中ベル
Ａ役の当選確率に比べて、１／３となっている。また、非内部中遊技において、役抽選に
よりたとえば左ベルＡ役に当選したときに、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各
ストップスイッチ34を操作すると、停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組
み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるとともに、中停止スイッチ57又は右
停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構
成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示される。また、非内部
中遊技において、役抽選によりたとえば中ベルＡ役に当選したときに、中停止スイッチ57
を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、停止制御手段120により、
ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるとともに
、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34
を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止
表示される。また、非内部中遊技において、役抽選によりたとえば右ベルＡ役に当選した
ときに、右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、
停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上
に停止表示されるとともに、左停止スイッチ56又は中停止スイッチ57を最初に操作する順
序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有
効入賞ライン上にのみ停止表示される。これにより、本実施の形態では、非内部中遊技に
おいて、役抽選によりベル役に当選したときに、左停止スイッチ56を最初に操作する順序
で各ストップスイッチ34を操作すると、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58を最初に
操作する順序で各ストップスイッチ34を操作する場合に比べて、ベル役を構成する図柄の
組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率は、１／３とな
っている。すなわち、多くの場合、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58を最初に操作
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する順序で各ストップスイッチ34を操作する方が、ベル役を構成する図柄の組み合わせが
３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率が相対的に高くなり、遊技者
にとって有利なものとなる。
【００７９】
　一方、通常遊技において、左停止スイッチ56以外のストップスイッチ34を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34を操作すると、不利益付与手段160により、その後の所定
回数（たとえば、８回）の遊技にわたって、有利遊技としてのＡＴへの移行の決定を行わ
ないというペナルティが遊技者に付与される。すなわち、通常遊技において、遊技者にと
って有利となる所定の操作順序で遊技が行われることを規制することができる。
　このため、本実施の形態では、遊技方法として、通常遊技においては、左停止スイッチ
56を最初に操作することが推奨されており、これにより、通常遊技の出玉率が相対的に低
くなるとともに、有利遊技としてのＡＴにおいては、ベル役に当選した際にベル役を構成
する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップス
イッチ34の操作順序を遊技者に報知することにより、有利遊技の出玉率が相対的に高くな
るように形成されている。
【００８０】
　これに対して、本実施の形態では、内部中遊技においては、左ベルＡ役などの各ベル役
の当選確率は通常遊技と変わらないものの、停止制御手段120による停止制御が変更され
、役抽選によりベル役に当選したときには、各操作順序でストップスイッチ34を操作した
場合におけるベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示さ
れる確率である取得率は、各操作順序ごとに互いに等しいものとなる。
　具体的には、停止制御手段120は、内部中遊技において、役抽選により左ベルＡ役、中
ベルＡ役又は右ベルＡ役に当選したときには、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で
各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入
賞ライン上に停止表示されるようにするとともに、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ
58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の
組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように形成されている。また
、停止制御手段120は、内部中遊技において、役抽選により左ベルＢ役、中ベルＢ役又は
右ベルＢ役に当選したときには、中停止スイッチ57を最初に操作する順序で各ストップス
イッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に
停止表示されるようにするとともに、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ58を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが
１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように形成されている。また、停止制御手
段120は、内部中遊技において、役抽選により左ベルＣ役、中ベルＣ役又は右ベルＣ役に
当選したときには、右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操
作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示され
るようにするとともに、左停止スイッチ56又は中停止スイッチ57を最初に操作する順序で
各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入
賞ライン上にのみ停止表示されるように形成されている。
【００８１】
　これにより、本実施の形態では、遊技状態が内部中状態の場合に、所定の操作順序でス
トップスイッチ34を操作することで所定の操作順序以外の他の操作順序でストップスイッ
チ34を操作した場合に比べて有利な状況となるという攻略性をなくすことができる。すな
わち、本実施の形態では、不利益付与手段160によるペナルティを設けなくてもよいよう
にすることができるため、内部中遊技においては、いずれのストップスイッチ34の操作順
序からでも損失なしに特別遊技役を構成する図柄の組み合わせを揃えることができるよう
になり、遊技の自由度を、たとえば通常遊技などに比べて、高くすることができる。
　また、本実施の形態では、内部中遊技における停止制御手段120による停止制御を、各
ベル役に当選したときに、いずれのストップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストッ
プスイッチ34が操作されても、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライ
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ン上に停止表示されるようにする場合に比べて、遊技者に期待感を持たせることができる
。
【００８２】
　具体的には、各ベル役に当選したときの停止制御手段120による停止制御を、いずれの
ストップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34が操作されても、ベル
役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるようにすると
、内部中遊技においては、ベル役を構成する図柄の組み合わせは必ず３本の有効入賞ライ
ン上に停止表示されることとなる。このため、このような停止制御とすると、ベル役を構
成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示された瞬間に、特別遊
技役の当選が否定されることとなる。したがって、たとえば、特別遊技役の当選の可能性
が高いことを示唆する演出を実行している場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが
１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されると、この瞬間に、特別遊技役の当選が否定
され、遊技者はその後の演出に対して期待感が無くなり、興ざめすることとなる。
【００８３】
　これに対して、本実施の形態によれば、内部中遊技及び非内部中遊技のいずれの遊技に
おいても、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示
される場合があるので、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上に
のみ停止表示されても、特別遊技役の当選が否定されることがなくなり、特別遊技役の当
選に対する期待感を遊技者に持たせることができる。
　また、本実施の形態によれば、非内部中遊技における、左ベルＡ役等のベル役の単独又
は重複当選領域と、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止
表示されることとなるストップスイッチ34の操作順序との１対１の対応関係を変更するこ
とにより、非内部中遊技における取得率の合計を変更することなく、内部中遊技において
、各操作順序ごとに、取得率を互いに等しいものとすることができる。
【００８４】
　なお、本実施の形態では、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により左ベ
ルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに
当選した場合に、当選した当選領域に応じて予め定められた所定の操作順序でストップス
イッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが３
本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、所定の操作順序
以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構
成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように停止制御
を行うように形成されているが、これに限られるものではない。
【００８５】
　すなわち、本実施の形態では、当選した当選領域に応じて予め定められた所定の操作順
序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作された場合に特定役としてのベル役を構成
する図柄の組み合わせが停止表示されることとなる有効入賞ラインの本数は、所定の操作
順序でストップスイッチ34が操作された場合に特定役としてのベル役を構成する図柄の組
み合わせが停止表示されることとなる有効入賞ラインの本数より少ない本数であればよい
ものである。
　（変形例）
　上述した実施の形態では、左ベルＡ役と、中ベルＡ役と、右ベルＡ役との当選確率の比
を「１：２：３」とし、停止制御手段120は、内部中遊技において、役抽選により左ベル
Ａ役、中ベルＡ役又は右ベルＡ役に当選した場合に、左停止スイッチ56を最初に操作する
順序で各ストップスイッチ34を遊技者が操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせ
が３本の有効入賞ライン上に停止表示されるようにするとともに、中停止スイッチ57又は
右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を遊技者が操作すると、
ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるよう
にし、また、役抽選により左ベルＢ役、中ベルＢ役又は右ベルＢ役に当選した場合に、中
停止スイッチ57を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を遊技者が操作すると、ベ
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ル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるようにする
とともに、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップス
イッチ34を遊技者が操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが１本の有効入賞ラ
イン上にのみ停止表示されるようにし、また、役抽選により左ベルＣ役、中ベルＣ役又は
右ベルＣ役に当選した場合に、右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイ
ッチ34を遊技者が操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライ
ン上に停止表示されるようにするとともに、左停止スイッチ56又は中停止スイッチ57を最
初に操作する順序で各ストップスイッチ34を遊技者が操作すると、ベル役を構成する図柄
の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように形成することができ
る。
【００８６】
　このような構成としても、上記第１の実施の形態と同様に、内部中遊技では、いずれの
ストップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作しても、ベル役
を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得
率を等しいものとすることができる。
　具体的には、以下のとおりである。
　まず、遊技が、非内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、左ベルＡ役の当選確率を「１」とすると、中ベルＡ役の当選確率は「２」であ
り、右ベルＡ役の当選確率は「３」である。したがって、左ベルＡ役～左ベルＣ役の当選
確率の合計は、（１×３）となり、また、中ベルＡ役～中ベルＣ役の当選確率の合計は、
（２×３）となり、また、右ベルＡ役～右ベルＣ役の当選確率の合計は、（３×３）とな
る。してみると、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（２×３）＋（３×３）
となる。
【００８７】
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止
表示される場合とは、役抽選により左ベルＡ役、左ベルＢ役又は左ベルＣ役に当選してい
た場合である。上述の如く、左ベルＡ役、左ベルＢ役及び左ベルＣ役のそれぞれの当選確
率は「１」である。
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有
効入賞ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対
する左ベルＡ役～左ベルＣ役の３個の当選確率の割合は、
　（１×３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝３／１８
となる。
【００８８】
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（２×３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝６／１８
となる。
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（３×３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝９／１８
となる。
【００８９】
　次に、遊技が内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、内部中遊技においてもベル役の当選確率は通常遊技などの非内部中遊技と変わ
らないので、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（２×３）＋（３×３）であ
る。
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
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を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止
表示される場合とは、役抽選により左ベルＡ役に当選していた場合と、中ベルＡ役に当選
していた場合と、右ベルＡ役に当選していた場合とである。上述の如く、左ベルＡ役の当
選確率は「１」であり、また、中ベルＡ役の当選確率は「２」であり、また、右ベルＡ役
の当選確率は「３」である。
【００９０】
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有
効入賞ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対
する左ベルＡ役、中ベルＡ役及び右ベルＡ役の３個の当選確率の合計の割合は、
　（１＋２＋３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝６／１８
となる。
　また同様に、遊技が内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベ
ル役全体の当選確率の合計に対する左ベルＢ役、中ベルＢ役及び右ベルＢ役の３個の当選
確率の合計の割合は、
　（１＋２＋３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝６／１８
となる。
【００９１】
　また、遊技が内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操作する順序
で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベル役全
体の当選確率の合計に対する左ベルＣ役、中ベルＣ役及び右ベルＣ役の３個の当選確率の
合計の割合は、
　（１＋２＋３）／（（１×３）＋（２×３）＋（３×３））＝６／１８
となる。
　このように、内部中状態において、いずれのストップスイッチ34を最初に操作する順序
で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作しても、ベル役を構成する図柄の組み合わせ
が３本の有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率を、６／１８の確率で等し
いものとすることができる。
【００９２】
　（第２の実施の形態）
　本発明の第２の実施の形態を、図１０～図１５に基づいて説明する。
　本発明の第２の実施の形態は、各回転リール45の図柄の配列、役、入賞ライン及び停止
制御手段120による停止制御が、上記第１の実施の形態とは相違する。以下、相違点を中
心に本発明の第２の実施の形態を説明する。
　本実施の形態では、入賞ラインとして、図１０に示すように、中段の表示位置の３個の
図柄を通る中段入賞ラインL5と、左上・中央・右下の表示位置の３個の図柄を通る右下り
入賞ラインL6と、左下・中央・右上の表示位置の３個の図柄を通る右上り入賞ラインL7と
、左上・中央・右上の表示位置の３個の図柄を通るＶ字入賞ラインL8と、左下・中央・右
下の表示位置の３個の図柄を通る小山入賞ラインL9とが設けられている。
【００９３】
　また、本実施の形態では、各回転リール45（46,47,48）の周囲には、図１１に示すよう
に、「赤７」、「青７」、「白７」「ＢＡＲ」、「リプレイ」、「ベル」、「スイカ」、
「赤プラム」、「青プラム」及び「チェリー」の図柄が付されている。
　また、本実施の形態では、小役には、図１２に示すように、特定役としてのベル役と、
スイカ役と、第１役と、第２役と、チェリー役と、特殊１役と、特殊２役と、特殊３役と
、特殊４役とがある。たとえば、ベル役は、「ベル」「ベル」「ベル」の図柄の組み合わ
せにより構成される。また、たとえば、第１役は、「リプレイ」（「ＢＡＲ」、「赤プラ
ム」、「青プラム」又は「チェリー」）「リプレイ」の図柄の組み合わせにより構成され
、また、第２役は、「ベル」（「ＢＡＲ」、「赤プラム」、「青プラム」又は「チェリー
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」）「ベル」の図柄の組み合わせにより構成される。そして、役を構成する図柄の組み合
わせがいずれかの有効入賞ライン上に停止表示されることにより、当該役に応じた所定枚
数のメダルが払い出される。たとえば、「スイカ」「スイカ」「スイカ」の図柄の組み合
わせがいずれかの有効入賞ライン上に停止表示されることにより、スイカ役に応じた所定
枚数（たとえば３枚）のメダルが払い出される。
【００９４】
　また、特別遊技役には、図１２に示すように、赤７ＢＢ役と、青７ＢＢ役と、白７ＢＢ
役と、ＲＢ役とがある。赤７ＢＢ役は、「赤７」「赤７」「赤７」の図柄の組み合わせに
より構成され、また、青７ＢＢ役は、「青７」「青７」「青７」の図柄の組み合わせによ
り構成され、また、白７ＢＢ役は、「白７」「白７」「白７」の図柄の組み合わせにより
構成される。そして、「赤７」「赤７」「赤７」、「青７」「青７」「青７」又は「白７
」「白７」「白７」の図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることにより
、ＢＢ遊技へ移行する。また、ＲＢ役は、「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み
合わせにより構成される。そして、有効入賞ライン上にこの図柄の組み合わせが停止表示
されることにより、ＲＢ遊技へ移行する。
【００９５】
　（特別遊技制御手段90）
　本実施の形態では、通常遊技又は後述する有利遊技において、役抽選により赤７ＢＢ役
、青７ＢＢ役又は白７ＢＢ役に当選すると、いずれかの有効入賞ライン上に、赤７ＢＢ役
を構成する「赤７」「赤７」「赤７」、青７ＢＢ役を構成する「青７」「青７」「青７」
の図柄の組み合わせ、又は白７ＢＢ役を構成する「白７」「白７」「白７」の図柄の組み
合わせが当選した役に応じて揃い得るようになり、「赤７」「赤７」「赤７」、「青７」
「青７」「青７」又は「白７」「白７」「白７」の図柄の組み合わせが揃い、停止表示さ
れると、ＢＢ遊技へ移行する。
【００９６】
　ＢＢ遊技へ移行すると、役抽選で所定の役に当選する確率が通常遊技中よりも高くなる
。そして、当選した役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示される
と、当該役に応じた所定枚数のメダルが払い出されるとともに、払出枚数カウンタにより
払い出されたメダルの枚数がカウントされる。
　そして、ＢＢ遊技中のメダルの累計払い出し枚数が所定枚数（例えば３６９枚）に達す
ると、ＢＢ遊技は終了して、通常遊技または有利遊技へ移行する。
　（役抽選手段100）
　本実施の形態では、通常役抽選テーブル及び内部中役抽選テーブルのぞれぞれには、図
１３及び図１４に示すように、スイカ役、チェリー役及び再遊技役の単独当選領域と、第
１特定役重複当選領域としてのベル役、第１役及び第２役の重複当選領域と、第１特定役
重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役及び特殊３役の重複当選領域と、第１特定
役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役及び特殊４役の重複当選領域と、第２特
定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役及び特殊１役の重複当選領域と、第２
特定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役、特殊１役及び特殊３役の重複当選
領域と、第２特定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役、特殊１役及び特殊４
役の重複当選領域と、ベル役、第１役、第２役及び特殊２役の重複当選領域と、ベル役、
第１役、第２役、特殊２役及び特殊３役の重複当選領域と、ベル役、第１役、第２役、特
殊２役及び特殊４役の重複当選領域とが設けられている。
【００９７】
　なお、以下、第１特定役重複当選領域としてのベル役、第１役及び第２役の重複当選領
域を「左ベルＡ役」と称し、また、第１特定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第
２役及び特殊３役の重複当選領域を「左ベルＢ役」と称し、また、第１特定役重複当選領
域としてのベル役、第１役、第２役及び特殊４役の重複当選領域を「左ベルＣ役」と称す
る。また、第２特定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役及び特殊１役の重複
当選領域を「中ベルＡ役」と称し、また、第２特定役重複当選領域としてのベル役、第１
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役、第２役、特殊１役及び特殊３役の重複当選領域を「中ベルＢ役」と称し、また、第２
特定役重複当選領域としてのベル役、第１役、第２役、特殊１役及び特殊４役の重複当選
領域を「中ベルＣ役」と称する。また、ベル役、第１役、第２役及び特殊２役の重複当選
領域を「右ベルＡ役」と称し、また、ベル役、第１役、第２役、特殊２役及び特殊３役の
重複当選領域を「右ベルＢ役」と称し、また、ベル役、第１役、第２役、特殊２役及び特
殊４役の重複当選領域を「右ベルＣ役」と称する。
【００９８】
　また、左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役
に係る当選確率のそれぞれは、図１３及び図１４に示すように、通常役抽選テーブル及び
内部中役抽選テーブルのいずれにおいても、それぞれ、同一となっている。たとえば、通
常役抽選テーブルにおける左ベルＡ役に係る当選確率と、内部中役抽選テーブルにおける
左ベルＡ役に係る当選確率とは、同一となっている。
　また、左ベルＡ役、左ベルＢ役及び左ベルＣ役は、図１４に示すように、互いに同一の
当選確率となっている。たとえば、左ベルＡ役と左ベルＢ役との当選確率は互いに同一と
なっている。また、同様に、中ベルＡ役、中ベルＢ役及び中ベルＣ役は、図１３に示すよ
うに、互いに同一の当選確率となっている。また、同様に、右ベルＡ役、右ベルＢ役及び
右ベルＣ役は、図１３に示すように、互いに同一の当選確率となっている。
【００９９】
　また、図１３及び図１４に示すように、左ベルＡ役に係る当選確率を「１」とすると、
中ベルＡ役に係る当選確率は「３」となっている。すなわち、中ベルＡ役に係る当選確率
は、左ベルＡ役に係る当選確率の３倍の大きさとなっている。換言すれば、中ベルＡ役は
、左ベルＡ役に比べて３倍の確率で当選するものとなっている。また、図１３及び図１４
に示すように、右ベルＡ役に係る当選確率は、中ベルＡ役に係る当選確率と同一となって
いる。すなわち、左ベルＡ役に係る当選確率を「１」とすると、左ベルＡ役と中ベルＡ役
と右ベルＡ役との当選確率の比は、「１：３：３」となっている。
　なお、本実施の形態では、「左ベルＡ役」～「左ベルＣ役」の重複当選領域が「第１特
定役重複当選領域群」に相当し、また、「中ベルＡ役」～「中ベルＣ役」の重複当選領域
が「第２特定役重複当選領域群」に相当する。
【０１００】
　また、特別役抽選テーブルには、ベル役、スイカ役、第１役、第２役及びチェリー役の
重複当選領域（以下、この重複当選領域に係る複数の役を、「重複小役」と称す。）と、
ハズレの領域とが設定されている。
　また、本実施の形態では、当選フラグには、役抽選手段100による抽選結果が、小役の
当選である場合に成立する小役当選フラグ（ベル当選フラグ、スイカ当選フラグ、第１当
選フラグ、第２当選フラグ、チェリー当選フラグ、特殊１当選フラグ、特殊２当選フラグ
、特殊３当選フラグ及び特殊４当選フラグ）と、役抽選手段100による抽選結果が、再遊
技役の当選である場合に成立する再遊技当選フラグと、役抽選手段100による抽選結果が
、特別遊技役の当選である場合に成立する特別遊技当選フラグ（赤７ＢＢ当選フラグ、青
７ＢＢ当選フラグ、白７ＢＢ当選フラグ及びＲＢ当選フラグ）とがある。
【０１０１】
　そして、小役当選フラグ、及び再遊技当選フラグは、成立した遊技においてのみ有効と
なるものの、特別遊技当選フラグは、次の遊技へ持ち越すことができるものとなっており
、当選した特別遊技役を構成する図柄の組み合わせがいずれかの有効入賞ライン上に停止
表示されることにより消去されるものとなっている。
　（停止制御手段120）
　本実施の形態では、停止制御手段120は、役抽選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベ
ルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選した場合（役抽選によ
り複数種類の特定役重複当選領域のいずれかに当選した場合）に、当選した特定役重複当
選領域に応じて予め定められた所定の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときに
は、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効
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入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うとともに、所定の操作順序以外の操
作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成
する図柄を、特定役としてのベル役を構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定
役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないよ
うに停止制御を行う。
【０１０２】
　具体的には、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により左ベルＡ役、左ベ
ルＢ役又は左ベルＣ役に当選した場合（役抽選により第１特定役重複当選領域群を構成す
るいずれかの第１特定役重複当選領域に当選した場合）に、第１の操作順序でストップス
イッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが当
選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うととも
に、第１の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、第１役
及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役としてのベル役を構成する図柄に優先し
て引き込むことにより、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ラ
イン上に停止表示されないように停止制御を行う。
【０１０３】
　また、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により中ベルＡ役、中ベルＢ役
又は中ベルＣ役に当選した場合（役抽選により第２特定役重複当選領域群を構成するいず
れかの第２特定役重複当選領域に当選した場合）に、第１の操作順序とは異なる第２の操
作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する図
柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように停
止制御を行うとともに、第２の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作され
たときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役としてのベル役を構
成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み
合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御を行う。
【０１０４】
　また、停止制御手段120は、通常遊技において、役抽選により右ベルＡ役、右ベルＢ役
又は右ベルＣ役に当選した場合に、第１の操作順序及び第２の操作順序とは異なる第３の
操作順序でストップスイッチ34が操作されたときには、特定役としてのベル役を構成する
図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるように
停止制御を行うとともに、第３の操作順序以外の操作順序でストップスイッチ34が操作さ
れたときには、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄を、特定役としてのベル役を
構成する図柄に優先して引き込むことにより、特定役としてのベル役を構成する図柄の組
み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されないように停止制御を行う。
【０１０５】
　また、停止制御手段120は、内部中遊技においては、各操作順序でストップスイッチ34
を操作した場合における特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ラ
イン上に停止表示されることとなる確率が、各操作順序ごとに互いに同一となるように、
各特定役重複当選領域と、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞
ライン上に停止表示されることとなるストップスイッチ34の操作順序との対応関係を、通
常遊技における対応関係と少なくとも一部で異なるものに設定して、停止制御を行う。
　詳細には、本実施の形態では、上述の如く、複数の小役に同時に当選する場合、たとえ
ば、ベル役と第１役と第２役とに重複して当選する場合などがあり、このような場合に、
停止制御手段120は、引き込み制御において、当選した複数の小役のうちいずれの役を優
先して引き込むかを予め設定している。具体的には、停止制御手段120は、小役の引き込
み優先順位を、「ベル役」＞「スイカ役」＞「チェリー役」＞「第１役」＞「第２役」＞
「特殊１役」＞「特殊２役」＞「特殊３役」＞「特殊４役」に設定している。なお、小役
の引き込み優先順位は、これに限られるものではない。
【０１０６】
　次に、ベル役に関する停止テーブルについて説明する。
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　本実施の形態では、図１１に示すように、各回転リール45の周囲には、「ベル」の図柄
が４コマ以内の間隔で配列されており、ストップスイッチ34の操作のタイミングに応じて
、いずれかの「ベル」の図柄を有効入賞ライン上の表示位置に引き込むことができるよう
になっている。
　このため、本実施の形態では、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせは、
ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、有効入賞ライン上に停止表示させる
ことができるものとなっている。
【０１０７】
　また、本実施の形態では、左リール46及び右リール48の周囲には、「リプレイ」の図柄
が４コマ以内の間隔で配列されており、ストップスイッチ34の操作のタイミングに応じて
、いずれかの「リプレイ」の図柄を有効入賞ライン上の表示位置に引き込むことができる
ようになっている。
　また、中リール47の周囲には、「ＢＡＲ」、「チェリー」、「赤プラム」及び「青プラ
ム」の図柄が４コマ以内の間隔で配列されており、ストップスイッチ34の操作のタイミン
グに応じて、いずれかの図柄を有効入賞ライン上の表示位置に引き込むことができるよう
になっている。
【０１０８】
　このため、本実施の形態では、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わ
せは、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、有効入賞ライン上に停止表示
させることができるものとなっている。
　（１）非内部中遊技である場合
　（左ベルＡ役（役抽選により第１特定役重複当選領域群を構成するいずれかの第１特定
役重複当選領域に当選した場合））
　非内部中遊技において左ベルＡ役、左ベルＢ役又は左ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「左ベル停止テーブル」には、図１５（Ａ）に示すように、左停止スイッチ56が最初
に操作される順序（第１の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作される
と、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成す
る図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して右下り入賞ラインL6上に停止表示される
ように操作位置に対する停止位置が規定されているとともに、中停止スイッチ57又は右停
止スイッチ58が最初に操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作される
と、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、第１役及び第２役のそれぞれを
構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に同時に停止表
示されるように操作位置に対する停止位置が規定されている。
【０１０９】
　具体的には、「左ベル停止テーブル」には、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58が
最初に操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップス
イッチ34の操作のタイミングに関わらず、第１役を構成する図柄の組み合わせが当選した
他の役に優先して中段入賞ラインL5上に、かつ第２役を構成する図柄の組み合わせがＶ字
入賞ラインL8上に停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されている。
　すなわち、「左ベル停止テーブル」には、左停止スイッチ56が最初に操作される順序で
各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ34の操作のタイミ
ングに関わらず、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが右下り入賞ライン
L6上に必ず停止表示されるように操作位置に対する停止位置が規定されているとともに、
中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58が最初に操作される順序で各ストップスイッチ34
（56,57,58）が操作されると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、第１
役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に必ず停止表示
されるように、言い換えれば、特定役としてのベル役を構成する図柄の組み合わせが有効
入賞ライン上に停止表示されないように操作位置に対する停止位置が規定されている。
【０１１０】
　なお、第１役及び第２役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に同時に停止
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表示されると、図１１の配列に示すように、「ベル」「ベル」「ベル」の図柄の組み合わ
せが上段の３個の表示位置の図柄を通る上段ライン上に停止表示されることとなる。
　（中ベルＡ役～中ベルＣ役（役抽選により第２特定役重複当選領域群を構成するいずれ
かの第２特定役重複当選領域に当選した場合））
　非内部中遊技において中ベルＡ役、中ベルＢ役又は中ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「中ベル停止テーブル」には、左ベル停止テーブルと同様に、中停止スイッチ57が最
初に操作される順序（第２の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作され
ると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、ベル役を構成する図柄の組み
合わせが当選した他の役に優先して右下り入賞ラインL6上に停止表示されるように操作位
置に対する停止位置が規定されているとともに、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ58
が最初に操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ストップ
スイッチ34の操作のタイミングに関わらず、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄
の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に同時に停止表示されるよう
に、具体的には、第１役を構成する図柄の組み合わせが中段入賞ラインL5上に、かつ第２
役を構成する図柄の組み合わせがＶ字入賞ラインL8上に停止表示されるように操作位置に
対する停止位置が規定されている（図１５（Ａ）参照）。
【０１１１】
　（右ベルＡ役～右ベルＣ役）
　非内部中遊技において右ベルＡ役、右ベルＢ役又は右ベルＣ役に当選した場合に参照さ
れる「右ベル停止テーブル」には、左ベル停止テーブルと同様に、右停止スイッチ58が最
初に操作される順序（第３の操作順序）で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作され
ると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、特定役としてのベル役を構成
する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して右下り入賞ラインL6上に停止表示され
るように操作位置に対する停止位置が規定されているとともに、左停止スイッチ56又は中
停止スイッチ57が最初に操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作され
ると、ストップスイッチ34の操作のタイミングに関わらず、第１役及び第２役のそれぞれ
を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に同時に停止
表示されるように、具体的には、第１役を構成する図柄の組み合わせが中段入賞ラインL5
上に、かつ第２役を構成する図柄の組み合わせがＶ字入賞ラインL8上に停止表示されるよ
うに操作位置に対する停止位置が規定されている（図１５（Ａ）参照）。
【０１１２】
　（２）内部中遊技である場合
　（左ベルＡ役、中ベルＡ役、右ベルＡ役）
　内部中遊技において左ベルＡ役、中ベルＡ役又は右ベルＡ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「左ベル停止テーブル」である（図１５（Ｂ）参照）。
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
て、別々に設けるようにしてもよい。
　（左ベルＢ役、中ベルＢ役、右ベルＢ役）
　内部中遊技において左ベルＢ役、中ベルＢ役又は右ベルＢ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「中ベル停止テーブル」である（図１５（Ｂ）参照）。
【０１１３】
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
て、別々に設けるようにしてもよい。
　（左ベルＣ役、中ベルＣ役、右ベルＣ役）
　内部中遊技において左ベルＣ役、中ベルＣ役又は右ベルＣ役に当選した場合に参照され
る停止テーブルは、「右ベル停止テーブル」である（図１５（Ｂ）参照）。
　なお、この場合には、遊技が内部中遊技である場合に参照される停止テーブルと、遊技
が非内部中遊技である場合に参照される停止テーブルとを、同一内容の停止テーブルとし
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て、別々に設けるようにしてもよい。
【０１１４】
　以上説明したように、たとえば、左ベルＡ役の当選確率は、中ベルＡ役の当選確率に比
べて、１／３となっている。このため、本実施の形態では、非内部中遊技において、役抽
選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役
のいずれかに当選したときに、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイ
ッチ34（56,57,58）を操作すると、中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58を最初に操作
する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合に比べて、ベル役を構成す
る図柄の組み合わせが有効入賞ライン（右下り入賞ラインL6）上に停止表示される確率で
ある取得率は、１／３となっている。
【０１１５】
　これに対して、内部中遊技において、役抽選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、中ベルＡ
役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選したときには、各操作順序
でストップスイッチ34を操作した場合におけるベル役を構成する図柄の組み合わせが有効
入賞ライン上（右下り入賞ラインL6）に停止表示される確率である取得率は、各操作順序
ごとに互いに等しくなる。
　具体的には、以下のとおりである。
　まず、遊技が、非内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、左ベルＡ役～左ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一であり、また、
中ベルＡ役～中ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一であり、また、右ベルＡ役
～右ベルＣ役のそれぞれの当選確率は、互いに同一である。したがって、左ベルＡ役の当
選確率を「１」とすると、左ベルＡ役～左ベルＣ役の当選確率の合計は、（１×３）とな
り、また、同様に、中ベルＡ役～中ベルＣ役の当選確率の合計は、（３×３）となり、ま
た、同様に、右ベルＡ役～右ベルＣ役の当選確率の合計は、（３×３）となる。
【０１１６】
　してみると、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（３×３）＋（３×３）と
なる。
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示さ
れる場合とは、役抽選により、左ベルＡ役、左ベルＢ役又は左ベルＣ役に当選していた場
合である。上述の如く、左ベルＡ役、左ベルＢ役及び左ベルＣ役のそれぞれの当選確率は
、「１」である。
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞
ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対する左
ベルＡ役～左ベルＣ役の３個の当選確率の合計の割合は、
　（１×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝３／２１
となる。
【０１１７】
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（３×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝９／２１
となる。
　また同様に、遊技が、非内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操
作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率は、
　（３×３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝９／２１
となる。
【０１１８】
　次に、遊技が内部中遊技である場合について説明する。
　第１に、内部中遊技においてもベル役の当選確率は通常遊技などの非内部中遊技と変わ
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らないので、ベル役全体の当選確率の合計は、（１×３）＋（３×３）＋（３×３）であ
る。
　第２に、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
を操作した場合に、ベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示さ
れる場合とは、役抽選により、左ベルＡ役に当選していた場合と、中ベルＡ役に当選して
いた場合と、右ベルＡ役に当選していた場合とである。上述の如く、左ベルＡ役の当選確
率は、「１」であり、また、中ベルＡ役及び右ベルＡ役のそれぞれの当選確率は、「３」
である。
【０１１９】
　したがって、左停止スイッチ56を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）を操作する場合の取得率、すなわち、ベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞
ライン上に停止表示される確率、言い換えれば、ベル役全体の当選確率の合計に対する左
ベルＡ役、中ベルＡ役及び右ベルＡ役の３個の当選確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
　また同様に、遊技が内部中遊技である場合であって、中停止スイッチ57を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベ
ル役全体の当選確率の合計に対する左ベルＢ役、中ベルＢ役及び右ベルＢ役の３個の当選
確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
【０１２０】
　また同様に、遊技が内部中遊技である場合であって、右停止スイッチ58を最初に操作す
る順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作する場合の取得率、言い換えれば、ベ
ル役全体の当選確率の合計に対する左ベルＣ役、中ベルＣ役及び右ベルＣ役の３個の当選
確率の合計の割合は、
　（１＋３＋３）／（（１×３）＋（３×３）＋（３×３））＝７／２１
となる。
　このように、本実施の形態では、遊技が内部中遊技となると、いずれのストップスイッ
チ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）を操作しても、ベル役を
構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示される確率である取得率は、各
操作順序ごとに、それぞれ、７／２１の確率で互いに等しいものとなる。
【０１２１】
　したがって、本実施の形態によれば、内部中遊技において、遊技が非内部中遊技である
場合の取得率の合計を変更することなく、各操作順序ごとに、取得率を互いに等しいもの
とすることができる。
　なお、停止制御手段120は、１つのフラグ状態および遊技状態ごとに、１つの停止テー
ブルを備えるようにしてもよい。また、停止制御手段120は、引き込み制御及び蹴飛ばし
制御を、所定の図柄を停止させるか否かを判断しながら制御を行うプログラム制御により
行うようにしてもよい。
　（停止図柄判定手段130）
　本実施の形態では、停止図柄判定手段130により、ベル役を構成する図柄の組み合わせ
が有効入賞ライン上に停止表示されていると判定されると、遊技制御手段60は、ホッパー
ユニットを作動させて所定枚数（たとえば１２枚）のメダルを払い出すように制御する。
【０１２２】
　また、停止図柄判定手段130により、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組
み合わせが有効入賞ライン上に同時に停止表示されていると判定されると、遊技制御手段
60は、ホッパーユニットを作動させて所定枚数（たとえば３枚（２枚＋１枚））のメダル
を払い出すように制御する。
　（有利遊技移行決定手段140）
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　本実施の形態では、有利遊技移行決定手段140は、後述する不利益付与手段160により、
有利遊技へ移行することを決定しない期間である後述のペナルティ期間が設定されていな
い場合に、役抽選により特別遊技役に当選したときに、有利遊技へ移行するか否かを抽選
により決定する。
【０１２３】
　また、本実施の形態では、有利遊技移行決定手段140は、後述するペナルティ期間が設
定されていない場合に、通常遊技において、役抽選によりスイカ役又はチェリー役に当選
したときに、有利遊技へ移行するか否かを抽選により決定する。
　（有利遊技制御手段150）
　本実施の形態では、有利遊技制御手段150は、役抽選により左ベルＡ役～左ベルＣ役、
中ベルＡ役～中ベルＣ役及び右ベルＡ役～右ベルＣ役のいずれかに当選した場合に、ベル
役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されることとなるストップ
スイッチ34の操作順序を遊技者に対して報知する。
【０１２４】
　（作用・効果）
　このような構成としても、上記第１の実施の形態と同様の作用・効果を奏する。
　すなわち、本実施の形態では、停止制御手段120は、内部中遊技において、役抽選によ
り左ベルＡ役、中ベルＡ役又は右ベルＡ役に当選したときには、左停止スイッチ56を最初
に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わ
せが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるようにするとともに、
中停止スイッチ57又は右停止スイッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を
操作すると、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせが当選した他の役
に優先して有効入賞ライン上に同時に停止表示されるように形成されている。また、停止
制御手段120は、内部中遊技において、役抽選により左ベルＢ役、中ベルＢ役又は右ベル
Ｂ役に当選したときには、中停止スイッチ57を最初に操作する順序で各ストップスイッチ
34を操作すると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入
賞ライン上に停止表示されるようにするとともに、左停止スイッチ56又は右停止スイッチ
58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、第１役及び第２役のそれ
ぞれを構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に同時に
停止表示されるように形成されている。また、停止制御手段120は、内部中遊技において
、役抽選により左ベルＣ役、中ベルＣ役又は右ベルＣ役に当選したときには、右停止スイ
ッチ58を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34を操作すると、ベル役を構成する図
柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示されるようにす
るとともに、左停止スイッチ56又は中停止スイッチ57を最初に操作する順序で各ストップ
スイッチ34を操作すると、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせが当
選した他の役に優先して有効入賞ライン上に同時に停止表示されるように形成されている
。
【０１２５】
　これにより、本実施の形態では、遊技状態が内部中状態の場合に、所定の操作順序でス
トップスイッチ34を操作することで所定の操作順序以外の他の操作順序でストップスイッ
チ34を操作した場合に比べて有利な状況となるという攻略性をなくすことができる。すな
わち、本実施の形態では、不利益付与手段160によるペナルティを設けなくてもよいよう
にすることができるため、内部中遊技においては、いずれのストップスイッチ34の操作順
序からでも損失なしに特別遊技役を構成する図柄の組み合わせを揃えることができるよう
になり、遊技の自由度を、たとえば通常遊技などに比べて、高くすることができる。
　また、本実施の形態では、内部中遊技における停止制御手段120による停止制御を、各
ベル役に当選したときに、いずれのストップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストッ
プスイッチ34が操作されても、ベル役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優
先して有効入賞ライン上に停止表示されるようにする場合に比べて、遊技者に期待感を持
たせることができる。
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【０１２６】
　具体的には、各ベル役に当選したときの停止制御手段120による停止制御を、いずれの
ストップスイッチ34を最初に操作する順序で各ストップスイッチ34が操作されても、ベル
役を構成する図柄の組み合わせが当選した他の役に優先して有効入賞ライン上に停止表示
されるようにすると、内部中遊技においては、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図
柄の組み合わせが有効入賞ライン上に同時に停止表示されることはなくなる。このため、
このような停止制御とすると、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせ
が有効入賞ライン上に同時に停止表示された瞬間に、特別遊技役の当選が否定されること
となる。したがって、たとえば、特別遊技役の当選の可能性が高いことを示唆する演出を
実行している場合に、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせが有効入
賞ライン上に同時に停止表示されると、この瞬間に、特別遊技役の当選が否定され、遊技
者はその後の演出に対して期待感が無くなり、興ざめすることとなる。
【０１２７】
　これに対して、本実施の形態によれば、内部中遊技及び非内部中遊技のいずれの遊技に
おいても、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上
に同時に停止表示される場合があるので、第１役及び第２役のそれぞれを構成する図柄の
組み合わせが有効入賞ライン上に同時に停止表示されても、特別遊技役の当選が否定され
ることがなくなり、特別遊技役の当選に対する期待感を遊技者に持たせることができる。
　また、本実施の形態によれば、非内部中遊技における、左ベルＡ役等のベル役の重複当
選領域と、ベル役を構成する図柄の組み合わせが有効入賞ライン上に停止表示されること
となるストップスイッチ34の操作順序との１対１の対応関係を変更することにより、非内
部中遊技における取得率の合計を変更することなく、内部中遊技において、各操作順序ご
とに、取得率を互いに等しいものとすることができる。
【０１２８】
　また、本実施の形態では、上述した第１の実施の形態の変形例と同様に、左ベルＡ役と
、中ベルＡ役と、右ベルＡ役との当選確率の比を「１：２：３」とすることもできる。こ
のような構成としても、上記第２の実施の形態と同様の作用・効果を奏する。
　（他の実施の形態）
　上述した実施の形態において、各回転リール45の周囲に付されている図柄の配列、及び
入賞ラインについては、上述した実施の形態と同様の作用効果を奏する範囲内で、適宜変
更することができる。
　また、上述した実施の形態では、特定役、第１役及び第２役は小役であるが、これに限
られず、再遊技役などとしてもよい。
【０１２９】
　また、上述した実施の形態では、ベル役に当選した際における停止制御に係るストップ
スイッチ34の操作順序は、左停止スイッチ56を最初に操作する順序、中停止スイッチ57を
最初に操作する順序及び右停止スイッチ58を最初に操作する順序の３通りであるが、これ
に限られるものではない。たとえば、２通りや、５通りや、６通りの操作順序などとする
ことができる。
　２通りのストップスイッチ34の操作順序としては、たとえば、左停止スイッチ56又は中
停止スイッチ57を最初に操作する順序、及び右停止スイッチ58を最初に操作する順序など
とすることができる。この場合では、ベル役の当選領域を４個設けることにより、上述し
た実施の形態と同様に停止制御を行うことができる。
【０１３０】
　また、最初に左停止スイッチ56を操作し、次に中停止スイッチ57を操作し、最後に右停
止スイッチ58を操作した場合のストップスイッチ34の操作順序を、「左中右」とすると、
６通りのストップスイッチ34の操作順序としては、「左中右」、「左右中」、「中左右」
、「中右左」、「右左中」及び「右中左」とすることができる。この場合では、ベル役の
当選領域を３６個設けることにより、上述した実施の形態と同様に停止制御を行うことが
できる。
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　具体的には、たとえば、上述した第１の実施の形態においては、通常遊技において、停
止制御手段120により、「左中右」の操作順序でストップスイッチ34が操作されると、ベ
ル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるとともに、
「左中右」以外の操作順序でストップスイッチ34が操作されると、ベル役を構成する図柄
の組み合わせが１本の有効入賞ライン上にのみ停止表示されるように停止制御が行われる
左中右ベルＡ～左中右ベルＦの６個の当選領域と、同様に、通常遊技において、停止制御
手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表
示されることとなる操作順序が「左右中」である左右中ベルＡ～左右中ベルＦの６個の当
選領域と、通常遊技において、停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合
わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる操作順序が「中左右」である
中左右ベルＡ～中左右ベルＦの６個の当選領域と、通常遊技において、停止制御手段120
により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される
こととなる操作順序が「中右左」である中右左ベルＡ～中右左ベルＦの６個の当選領域と
、通常遊技において、停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３
本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる操作順序が「右左中」である右左中ベ
ルＡ～右左中ベルＦの６個の当選領域と、通常遊技において、停止制御手段120により、
ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとな
る操作順序が「右中左」である右中左ベルＡ～右中左Ｆの６個の当選領域とを設けること
ができる。
【０１３１】
　また、「左中右ベルＡ当選領域」と、「左右中ベルＡ当選領域」と、「中左右ベルＡ当
選領域」と、「中右左ベルＡ当選領域」と、「右左中ベルＡ当選領域」と、「右中左ベル
Ａ当選領域」との当選確率の比を、「１：１：３：３：３：３」とすることができる。
　そして、停止制御手段120を、内部中遊技において、役抽選により左中右ベルＡ当選領
域、左右中ベルＡ当選領域、中左右ベルＡ当選領域、中右左ベルＡ当選領域、右左中ベル
Ａ当選領域又は右中左ベルＡ当選領域に当選した場合に、「左中右」の操作順序で各スト
ップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本
の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成する。また、内部
中遊技において、役抽選により左中右ベルＢ当選領域、左右中ベルＢ当選領域、中左右ベ
ルＢ当選領域、中右左ベルＢ当選領域、右左中ベルＢ当選領域又は右中左ベルＢ当選領域
に当選した場合に、「左右中」の操作順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作さ
れると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示される
ように停止制御を行うように形成する。また、内部中遊技において、役抽選により左中右
ベルＣ当選領域、左右中ベルＣ当選領域、中左右ベルＣ当選領域、中右左ベルＣ当選領域
、右左中ベルＣ当選領域又は右中左ベルＣ当選領域に当選した場合に、「中左右」の操作
順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み
合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成する
。また、内部中遊技において、役抽選により左中右ベルＤ当選領域、左右中ベルＤ当選領
域、中左右ベルＤ当選領域、中右左ベルＤ当選領域、右左中ベルＤ当選領域又は右中左ベ
ルＤ当選領域に当選した場合に、「中右左」の操作順序で各ストップスイッチ34（56,57,
58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停
止表示されるように停止制御を行うように形成する。また、内部中遊技において、役抽選
により左中右ベルＥ当選領域、左右中ベルＥ当選領域、中左右ベルＥ当選領域、中右左ベ
ルＥ当選領域、右左中ベルＥ当選領域又は右中左ベルＥ当選領域に当選した場合に、「右
左中」の操作順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成す
る図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うよ
うに形成する。また、内部中遊技において、役抽選により左中右ベルＦ当選領域、左右中
ベルＦ当選領域、中左右ベルＦ当選領域、中右左ベルＦ当選領域、右左中ベルＦ当選領域
又は右中左ベルＦ当選領域に当選した場合に、「右中左」の操作順序で各ストップスイッ
チ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞
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ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成する。
【０１３２】
　このような構成としても、上述した実施の形態と同様の作用の作用効果を奏する。
　また、５通りのストップスイッチ34の操作順序としては、たとえば、「左中右」、「左
右中」、「中停止スイッチ57を最初に操作する順序」、「右左中」及び「右中左」などと
することができる。この場合では、ベル役の当選領域を２５個設けることにより、上述し
た実施の形態と同様に停止制御を行うことができる。
　具体的には、たとえば、上述した第１の実施の形態においては、通常遊技において、停
止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に
停止表示されることとなる操作順序が「左中右」である左中右ベルＡ～左中右ベルＥの５
個の当選領域と、通常遊技において、停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の
組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる操作順序が「左右中」
である左右中ベルＡ～左右中ベルＥの５個の当選領域と、通常遊技において、停止制御手
段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示
されることとなる操作順序が「中停止スイッチ57を最初に操作する順序」である中ベルＡ
～中ベルＥの５個の当選領域と、通常遊技において、停止制御手段120により、ベル役を
構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されることとなる操作順
序が「右左中」である右左中ベルＡ～右左中ベルＥの５個の当選領域と、通常遊技におい
て、停止制御手段120により、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライ
ン上に停止表示されることとなる操作順序が「右中左」である右中左ベルＡ～右中左ベル
Ｅの５個の当選領域とを設けることができる。
【０１３３】
　また、「左中右ベルＡ当選領域」と、「左右中ベルＡ当選領域」と、「中ベルＡ当選領
域」と、「右左中ベルＡ当選領域」と、「右中左ベルＡ当選領域」との当選確率の比を、
「１：１：３：３：３」とすることができる。
　そして、停止制御手段120を、内部中遊技において、役抽選により左中右ベルＡ当選領
域、左右中ベルＡ当選領域、中ベルＡ当選領域、右左中ベルＡ当選領域又は右中左ベルＡ
当選領域に当選した場合に、「左中右」の操作順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）
が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表
示されるように停止制御を行うように形成する。また、内部中遊技において、役抽選によ
り左中右ベルＢ当選領域、左右中ベルＢ当選領域、中ベルＢ当選領域、右左中ベルＢ当選
領域又は右中左ベルＢ当選領域に当選した場合に、「左右中」の操作順序で各ストップス
イッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効
入賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成する。また、内部中遊技
において、役抽選により左中右ベルＣ当選領域、左右中ベルＣ当選領域、中ベルＣ当選領
域、右左中ベルＣ当選領域又は右中左ベルＣ当選領域に当選した場合に、中停止スイッチ
57が最初に操作される順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役
を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示されるように停止制御
を行うように形成する。また、内部中遊技において、役抽選により左中右ベルＤ当選領域
、左右中ベルＤ当選領域、中ベルＤ当選領域、右左中ベルＤ当選領域又は右中左ベルＤ当
選領域に当選した場合に、「右左中」の操作順序で各ストップスイッチ34（56,57,58）が
操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入賞ライン上に停止表示
されるように停止制御を行うように形成する。また、内部中遊技において、役抽選により
左中右ベルＥ当選領域、左右中ベルＥ当選領域、中ベルＥ当選領域、右左中ベルＥ当選領
域又は右中左ベルＥ当選領域に当選した場合に、「右中左」の操作順序で各ストップスイ
ッチ34（56,57,58）が操作されると、ベル役を構成する図柄の組み合わせが３本の有効入
賞ライン上に停止表示されるように停止制御を行うように形成する。
【０１３４】
　このような構成としても、上述した実施の形態と同様の作用の作用効果を奏する。
　また、本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成
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できる範囲における変形および改良なども含むものである。また、本発明は、上述した実
施の形態を適宜組み合わせる、または組み替えることもできる。
【符号の説明】
【０１３５】
 10　スロットマシン（遊技機）　　　　　　33　スタートスイッチ
 34　ストップスイッチ　　　　　　　　　　45　回転リール
100　役抽選手段　　　　　　　　　　　　 120　停止制御手段
140　有利遊技移行決定手段               150　有利遊技制御手段
160　不利益付与手段

【図１】 【図２】

【図３】
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